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第１章 はじめに 

１－１ 事業の背景 

浦添市民の交通実態において、500m 以内の移動でも約 4 割の人が自動車で移動している。また、

浦添市内の小中学校においては、2 割以上の児童・生徒が車で送迎されているなど、短距離での車移

動が日常となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-1  浦添市民の距離帯別交通手段分担率1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-2  浦添市民の普段の移動手段（n=1,945 人）2 

  

                                                   
1 沖縄本島中南部都市圏 PT 調査（沖縄県，平成 18 年） 
2 浦添市総合交通戦略（浦添市，平成 25 年） 
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図 1-3  浦添市における小中学校の送迎の実態（小学生＝3,105 人、中学生＝4,124 人）3 

 

浦添市では、以下を目的として MM 施策の実施を行うとしている。 

  市民に対しては、自動車交通への依存の緩和及び、交通渋滞の減少を目指す事を目的に、施

策を展開する。 

  児童・生徒に対しては、自動車や公共交通に対する知識を勉強してもらい、公共交通に関す

る抵抗感をなくし、将来的に自分の交通行動に対し様々な考え方を持ってもらうことを目的

に、施策を展開する。 

 

 

参考：モビリティ・マネジメント（MM）の定義 

モビリティ・マネジメント（MM）とは、「ひとり一人のモビリティ（移動）が、社会的にも 

個人的にも望ましい方向に自発的に変化することを促す、コミュニケーションを中心とした 

交通政策」と定義されている。 

                                                   
3 公共交通活性化に関する調査業務（沖縄県公共交通活性化推進協議会，平成 24 年 3 月） 
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１－１－２ 浦添市における MM 施策の位置付け 

浦添市における MM 施策は、浦添市交通基本計画（平成 23 年 10 月）と浦添市総合交通戦略（平

成 25 年 2 月）において位置づけられており、特に浦添市総合交通戦略においては、重点施策として

の位置づけがなされている。 

 

 表 1-1  重点施策展開スケジュール（浦添市全域を対象に展開する重点施策）4 

施策名【事業名】 

事業目標期間 

関係主体 

（検討主体） 

短期 

（概ね 5

年） 

中期 

（概ね 10

年） 

長期 

（10 年以

上） 

交通安全啓発活動（自動車、自転車等のマ

ナーアップ施策） 
   浦添市 

定期的なウォーキングイベント等の開催    浦添市 

学校を対象にした MM の実施    沖縄県、浦添市 

転入者を対象とした MM    浦添市 

交通まちづくりに関するシンポジウム    浦添市 

交通関連施策の実施に向けたワークショ

ップの開催 
 

 
 浦添市 

※浦添市総合交通戦略は、平成 25 年 2 月策定 

 

 

１－２ 事業の目的 

浦添市では交通渋滞がひどく、混雑時平均旅行速度は、大都市と同等の数値となっている状況であ

り、移動手段が過度に自動車依存しており、公共交通利用が著しく低い現状にある。 

そういった状況を打破すべく本市では小学校向けに出前講座等を行いモビリティ・マネジメント教

育を進めているが、現状の副読本やテキスト教材、プロジェクターを活用しての講義では日程調整・

教材準備等に時間を要するうえ、1 年に 1 学校のみでしか実施することができず、市内全小学校にお

いて実施することは難しいことが課題となっている。 

その中で、本市では、ICT を活用した授業の推進を進めており、2021 年までに市内全 11 小学校へ

ハード整備を行う予定となっている。 

 本事業は、その整備と並行し、ソフト施策として、ICT と副読本を活用した交通環境学習体系を構

築し授業の一環で普及できる仕組みづくりを行う。それにより、毎年浦添市内全小学校 11 校におい

て同年度での交通学習の実施が可能となり、中・高へ進学した際に、あらゆる移動場面において公共

交通利用を選択する人材の育成へ繋げることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
4浦添市総合交通戦略（浦添市、平成 25 年 2 月） 

検討・調整 実施 継続 
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１－３ 事業フロー 

 浦添市では平成 27 年度より市内小学校においてモビリティ・マネジメント教育を実施しており、本

事業では令和元年度に研究校（宮城小学校）において、ＩＣＴ用教材研究、4 年生での研究授業を通し

て検討を行った、令和２年度では前年度からの課題についてＩＣＴ教材の修正等を実施しながら、再度

研究校にて交通環境学習を実施しＩＣＴ教材の更なるブラッシュアップを図り、３年目においてＩＣＴ

教材及び副読本を活用した授業内容を構築させることにより、令和４年度以降、市内全 11 校において、

ＩＣＴ教材を活用した授業カリキュラムへの導入を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 事業フロー 

 

１－４ 事業内容 

（1）授業内容・教材の検討 

浦添市や身近な交通の特徴を知ると同時に、渋滞や環境面の課題について考えてもらう。 

ICT 教材を用いた「交通すごろく」の実践を通じて、他社や社会全体に配慮した移動の必要性につ

いて考えてもらうことを目標とし、教員の負担が少なく授業実施できるような教材づくりに取り

組む。 

 （2）授業実施 

    作成した教材を基に、学校で交通環境学習を実施する。 

 （3）学習の評価 

    今年度の実施結果を踏まえて交通環境学習の効果の検証を行った。 
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 （4）課題の抽出・整理 

    学習の評価結果を踏まえ、課題の抽出・整理、令和 2 年度の取組み方針の取り纏めを行う。 

 

 

１－５ 教材作成フロー 

 

１－５－１ 交通環境学習テキスト作成 

 浦添市では図１-5 に示す副読本を作成し交通環境学習を実施している。 

 本事業では副読本と連携し交通環境学習教材を作成することで、児童の交通環境学習の理解度の向上を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5  浦添市副読本 
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第２章 教材やカリキュラムの検討 

２－１.今年度の実施方針 

   浦添市における交通環境学習の基本的なプログラムについて、昨年度抽出された課題を踏ま 

え教材の修正・改良を行う。 

   今年度は、昨年度交通環境学習事業を実施した浦添市内小学校１校で授業を実施しプログラ 

ムの構築に向けた検討を行った。 

 

① 昨年度抽出された課題に対する検討 

→昨年度の授業で抽出された課題の改善を行う。 

② 学習の実施 

→学習内容の実践。 

③ 学習の評価 

→生徒に対し、授業前、授業後でアンケートを行い、意識の変化を検証する。 

④ 課題の抽出・整理 

→生徒のアンケート結果を基に課題の抽出・整理を行う。 

 

(1) モデル校の選定 

① モデル実施校の選定（宮城小学校）※令和元年度事業と同一校を選定 

  本来、学校教育 MM は市内の全校において実施されることが望ましい。しかしながら、教育

現場のニーズを把握しないままに一斉に実施することは非現実的であることから、市内にお

いてモデル校を選定し、関係者との調整や意見交換等を行いながら、施策の熟度を高めてよ

り効果的に実施することが必要である。 

  国道 58 号では、将来的に基幹バス導入を目指しており、公共交通の利用環境が改善されるこ

とが期待される。また、平成 27 年 2 月 2 日にバスレーンが一部延長された。このエリアにお

いては、基幹バス導入やバスレーン延長等の施策と連携し、公共交通の利用意識を高めてい

くことが重要となる。 

  前述の交通環境の変化を考慮すると、モデル校の選定にあたっては国道 58 号沿線のエリアに

位置する小学校から選定することが望ましいと考える。 

  本年度においては、国道 58 号線沿線に位置し、且つ、浦添市の ICT 導入のモデル校となって

いる宮城小学校を対象とし、3 年度には市内全小学校で交通環境学習が学べる教材・システム

製作を行う。 
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図 2-1 対象小学校位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 図 2-2 国道 58 号沿線エリア・西海岸臨港エリア①の展開イメージ1 

 

                                                   
1 浦添市総合交通戦略 平成 25 年 2 月 

© OpenStreetMap contributors 

●宮城小学校 

国道５８号線 
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２－２ プログラムの検討 

 

(1)学習テーマ 

学習テーマは浦添市における地域特性・交通状況を踏まえ、環境や地域にとって望ましい交

通行動の実施へ繋がる学習テーマとする。 

本年度でも以下の３つを学習テーマとして設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 本年度の授業テーマと取組み目標 

 

(2)昨年度授業で抽出された課題の整理 

 昨年度授業で抽出された課題及び今年度検討すべき項目一覧については以下の通りとなっている。 

今年度事業ではこれらの課題の改善を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 本年度における課題一覧 

環  境 渋  滞 福  祉
過度な⾞利⽤による環境
への影響の理解

過度な⾞利⽤による渋滞
への影響の理解

公共交通衰退による交通
弱者への影響の理解

取組み目標
・浦添市や身近な交通の特徴を知ると同時に、渋滞や環境面の課題について考えてもらう。
・ICT教材を用いた「交通すごろく」の実践を通じて、社会的ジレンマ（渋滞の疑似体験
　等）を感じてもらい、他者や社会全体に配慮した移動について考えてもらう。
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(2)教材内容の検討 

 取組み目標を踏まえ、交通環境学習授業の実施へ向け、小学校の担当教員と授業内容及び交通す

ごろくプログラム改良の検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-5 教材内容検討の打合せ状況
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・
渋
滞
の
問
題
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自
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車
が
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え
た
）

・
公
共
交
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っ
て
何
？

・
環
境
の
問
題
（
二
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化
炭
素
排
出
量
）

・
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ノ
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ー
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＆
バ
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イ
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が
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？
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す
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ろ
く
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1回
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）
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早
く
ゴ
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き
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か
な
？
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争
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す
）
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）
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化
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数
別
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滞
回
数
）
の
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価

ス
ラ
イ
ド
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交
通
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
（
2回

目
）

・
二
酸
化
炭
素
を
抑
え
て
み
ん
な
が
早
く
ゴ
ー
ル
し
よ
う
！

ゲ
ー
ム

10
ふ
り
か
え
り
（
効
果
の
確
認
）

・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
別
の
評
価

・
車
カ
ー
ド
の
枚
数
別
（
渋
滞
回
数
）
の
評
価

ス
ラ
イ
ド

10
・
ひ
と
り
ひ
と
り
が
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

ス
ラ
イ
ド

ま
と
め
（
ス
ラ
イ
ド
）

時
間
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材
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学
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験
学
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教材スライド 

次頁以降に授業用スライドを示す。 
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次頁より生徒用スライドを示す。 
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第３章 交通環境学習の実施 

 ３－１ 交通環境学習の実施 

   検討した内容に基づき、宮城小学校において授業を行った。 

   授業概要を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 授業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 授業構成 

45

・渋滞の問題（自動車が増えた）
・公共交通って何？
・環境の問題（二酸化炭素排出量）
・モノレール＆バスクイズ
・バスがなくなると
・どっちがいいの？
・交通すごろくゲーム説明

スライド

10
交通すごろくゲーム（1回目）
・誰が１番早くゴールできるかな？
（みんなで競争です）

ゲーム

5
ふりかえり（ジレンマの確認）
・二酸化炭素排出量別の評価
・車カードの枚数別（渋滞回数）の評価

スライド

10
交通すごろくゲーム（2回目）
・二酸化炭素を抑えてみんなが早くゴールしよう！

ゲーム

10
ふりかえり（効果の確認）
・二酸化炭素排出量別の評価
・車カードの枚数別（渋滞回数）の評価

スライド

10 ・ひとりひとりが社会のためにできることを考えよう スライド

まとめ（スライド）

時間
配分 使用教材内容

基本学習

体験学習
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（1）授業の様子 

 

➀講義（15 分～20 分程度） 

 浦添市における交通問題の現状、公共交通、渋滞と環境問題との関係についてスライドを用い

て説明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 授業の様子（公共交通について） 

 

 

②交通すごろくゲーム（15 分～20分程度） 

 ICT を用いた交通すごろくについてスライドでルール説明及びゲームのポイントを説明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 交通すごろくルールの説明・準備 
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図 3-5 交通すごろく実施 

   

 

3.まとめ（5 分～10 分） 

 講義、交通すごろくゲームを通じての振返り実施。 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図 3-5 授業の振返り 
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３－２ 効果検証 

学校教育 MM 実施による効果を把握する手法について検討を行った。 

また、検討した手法を用いて、今回実施した学校教育 MM の効果を把握した。 

 

（1） 効果検証の方法 

① 評価方法 

  MM 施策評価のためのガイドライン（㈳土木学会・土木計画学研究委員会、日本モビリティ・

マネジメント会議（JCOMM）実行委員会、平成 22 年 1 月 15 日）を参考に施策の評価検討を

行った。 

  下表より、｢事後対統制群比較｣及び｢事後対推定 witout 比較｣による評価方法は、同学年で学

校教育 MM の受けるグループと受けないグループが発生することから、授業対象の学年に公

平な授業を行うことが困難であることから、今回の評価方法として｢事前事後比較｣を行うも

のとする。 

 

表 3-1  施策評価方法1 

 

 

 

 

 

                                                   
1 MM 施策評価のためのガイドライン（㈳土木学会・土木計画学研究委員会、日本モビリティ・マネジメント会議（JOCMM）

実行委員会、平成 22 年 1 月 15 日） 
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② アンケート作成 

  今回の授業の評価（事前事後比較）を行う目的として、アンケートの作成を行った。 

  アンケートは、交通環境学習授業を受ける 1 週間前及び 1 週間後に実施した。 

  その他、交通環境学習授業を受けての感想を把握する為のアンケートを作成した。 

 

1）事前アンケート 
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 2）事後アンケート 

 

 

Q12

クルマばかり利用すると、環境や渋滞にあたえる影響について分かりました

クルマばかり利用すると、健康や福祉にあたえる影響について分かりました

朝 （家→学校） 

夕 （学校→家） 
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感想（児童用） 

 
 

 



 

3-9 

３－３ アンケート結果 

 実施したアンケート結果を以下に示す。 

  

 

（1）評価アンケート 

 交通環境学習授業実施前のアンケート結果や実施前後のアンケート結果を比較し、授業

を受けることによる児童の意識変化を確認した。 

 

・事前アンケート実施：授業実施一週間前 

・事後アンケート実施：授業実施一週間後 

 

① 公共交通の利用について 

[集計に用いた質問] 

問 1：今まで、バスやモノレールに乗ったことはありますか？ 

問 3：今まで、一番誰とバスやモノレールに乗ったことがありますか？ 

  公共交通の利用について、94％が「ある」、6％が「ない」と回答した。 

  「ある」と回答した児童について、一番誰と乗ったことがあるかでは、「家族」が

87％と最も多く、次いで「友達」が 6％、「友達」が 4％の順になっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前(N=127)                   事前(N=122)   

図 3-6 バスやモノレールの利用について 
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② 最近 1 週間で車での通学について（朝）家→学校  

[集計に用いた質問] 

問 7(事前)・問 5(事後)：最近 1 週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

□ 車での通学（家→学校）について、約 35％の児童が通学時に車を利用し、約 60％が徒

歩で通学している。 

  授業実施前と実施後では大きな変化はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

事前(N=129)                 事後(N=122) 

図 3-7 最近 1 週間で車で何回通学したかについて 

 

 

③ 最近 1 週間で車での通学について（夕）学校→家 

[集計に用いた質問] 

問 7(事前)・問 5(事後)：最近 1 週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

□ 車での通学（学校→家）について、約 35％の児童が通学時に車を利用し、約 60％が徒

歩で通学している。 

  授業実施前と実施後では大きな変化はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前(N=129)                 事後(N=122) 

図 3-7 最近 1 週間で車で何回通学したかについて 
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④ 最近 1 週間で車での通学について（朝×夕） 

[集計に用いた質問] 

問 7(事前)・問 5(事後)：最近 1 週間で何回クルマに乗って学校へ通学しましたか？ 

□ 車での通学について朝夕両方の回答を組わせてみると、朝夕共に毎日クルマ通学をし

ている生徒は 6 人（約 5％）であった。 

□ また、朝夕いずれか 1 回以上クルマ通学をした生徒は 55 人（約 43％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-2 最近 1 週間で車での通学について（朝×夕） 

 

 

 

⑤ 車による通学理由について 

[集計に用いた質問] 

問 8(事前)：車に乗って通学したのはなぜですか？ 

□ 車での通学理由について、「親が送ってくれるといった」が 44％と最も多く、次いで

「いつも送ってもらっているから」が 37％、「親に送って欲しいとお願いした」が 19％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(N=52)               

図 3-8 車通学の理由について 

0回 1回 2～3回 4回 毎日 総計

0回 72 6 1 2 1 82

1回 12 1 1 14

2～3回 5 5

4回 1 3 4

毎日 13 1 1 1 6 22

総計 103 11 2 3 8 127

夕

朝

クルマ通学
回数
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⑥ 車による通学理由について（車通学回数×車通学回数） 

[集計に用いた質問] 

問 7（事前）問 8（事前）：クルマ通学回数×クルマ通学理由 

□ 「親が送ってくれると言ったから」と回答した生徒のクルマ通学回数は 1 回／週が最も

多い。 

□ 毎日クルマ通学している生徒の多くが送迎理由として「なんとなく」と回答している。 

□ 送迎理由やきっかけなどは不明だがクルマによる送迎が「習慣化」している様子が伺

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-3 車による通学理由について 

⑦ 「できるだけ、環境にやさしい移動｣について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

事前(N=129)                 事後(N=121)  

図 3-9 ｢環境にやさしい移動｣について 

[集計に用いた質問] 

問 10(事前)・問 7(事後)：｢できるだけ、環境にやさしい移動｣を心がけようと思いますか？ 

  環境にやさしい移動の心がけについて「とてもそう思う｣｢どちらかといえば思う」と

答えた児童は、事前 51%から事後では 75%へ 24 ポイント増加している。 

  授業実施前と実施後では｢環境にやさしい移動｣への意識変化がみられる。 
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④ 「できるだけ、健康によい移動｣について 

[集計に用いた質問] 

問 11(事前)・問 9(事後)：｢できるだけ、健康によい移動｣を心がけようと思いますか？ 

  健康によい移動を心がけるかについて「とてもそう思う｣｢どちらかといえば思う」と

回答した児童は、事前 60%から事後は 73%と 13 ポイント増加している。 

  授業実施前と実施後では｢健康によい移動｣への意識変化がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

事前(N=128)                 事後(N=121)  

図 3-10 ｢健康によい移動｣について 

 

⑤ 「できるだけ、安全に移動する｣について 

[集計に用いた質問] 

問 13(事前)・問 10(事後)：｢できるだけ、人にやさしい移動｣を心がけようと思いますか？ 

  人にやさしい移動について「とてもそう思う」「どちらかといえば思う」が事前 61％、

事後 77％と 16 ポイント増加している。 

  授業実施前と実施後では「人にやさしい行動」への意識変化がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前(N=129)                 事後(N=121)   

図 3-11  ｢安全に移動する｣について 
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⑥ 「できるだけ、バスを利用｣について 

[集計に用いた質問] 

問 14(事前)・問 11(事後)：「できるだけ、バスを利用｣しようと思いますか？ 

  バスを利用する心がけについて、「とてもそう思う」「どちらかといえば思う」が、事

前 6％から事後 51％と 45 ポイント増加している。 

  授業実施前と実施後では｢バス利用｣への大きな意識変化がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事前(N=129)                事後(N=121)     

図 3-12  「バス利用｣について 

 

⑦ 「車にあまりたよらない生活｣について 

[集計に用いた質問] 

問 15(事前)・問 12(事後)：「車にあまりたよらない生活｣にしたいと思いますか？ 

  車にたよらない生活への心がけについて、「とてもそう思う｣｢どちらかといえば思う」

が、事前 30%から事後 48%と 18 ポイント増加している。 

  授業実施前と実施後では｢車にたよらない生活｣への意識変化がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前(N=129)                 事後(N=121)       

図 3-13  「車にあまりたよらない生活｣について 
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（2）感想（児童用）アンケート 

  子どもたちの感想について、項目ごとの主な分類は以下の通りである。 

 

【公共交通について】 

・公共交通は環境にもいいしじゅうたいとか

なくなるけど車をつかっている人が多いの

で、自分も車だけを使わずに、バスとか歩い

たりしてかんきょうにもよく、じゅうたいと

か、じこもなくしたいです。 

 

・公共交通は障害者や運転ができない人など

の役に立っていると思いました、なぜなら障

害者で足が不自由だったら、遠いところまで

行けないし、運転ができない人は、歩きか自

転車で行かないといけないからです。 

 

・公共交通を学んで車ばっかりつかっている

とじゅうたいするんだと感じました。理由は

車ばっかりつかうとじゅうたいして前がす

すまないから 

 

・ぼくは公共交通をもっと身近なものにして

たくさんりようしたほうがよいとしったし、

クルマだけを利用するのではなくバスやタ

クシー、モノレールも利用すると地球にやさ

しく温暖化がふせげるとわかりました。 

 

・公共交通でバスや車はどっちかだけ使うんじゃ

なくてバランスよく使えばいいということがわ

かりました。 

→渋滞の発生に関する理解 

→公共交通利用が交通弱者の補助となること

への理解 

→車の過度な利用による環境への影響の理解 

→賢い車移動による環境や健康への理解 
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【交通すごろくについて】 

・クルマで行くと早いけど、CO2 が多くて、

バスで行くとCO2が少ないけど遅いからどっ

ちで行こうか迷ったけど、最初はバスだけで

行った。クルマで行くと渋滞するかもしれな

いから 

 

・速いからといってクルマばかりではなく平

等に活用したほうがよいと感じました。 

 

・車もつかいすぎて渋滞が２回ぐらい起こっ

た。バスもクルマも使ったほうがいいと思っ

た。 

 

・車をえらんだ人が多ければ渋滞になったり

事故も多くなったり、二酸化炭素も多く出て

しまうことがわかり、びっくりしました。 

 

・交通すごろくは楽しかったけど、二酸化炭

素の多さなどで順位が決まるまるのでバスを

たくさん使うとあまり進めないけど車をたく

さんの人が使うと交通渋滞が起きてあまり進

めなくなるので、バスのような公共交通を使

っていきたいなと思いました。 

 

→車の過度な利用による渋滞の疑似体験 

→公共交通の利用による賢い移動の理解 

→公共交通利用による環境負荷軽減の理解 
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（2）属性別集計 

児童のアンケート内容を項目別で集計した結果を以下に示す。 

  環境及び賢い移動に関する意見が多い結果となった。 

 

   

 （N＝58） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-13 アンケートの属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・児童の 97％は、公共交通（バス・モノレール）を利用したことがある。 

・直接的な行動の変化を見ると、交通環境学習実施前後の車による通学は約 30％と なってお

り、変化は見られない。 

・朝夕いずれか 1 回以上クルマ通学をした生徒は 55 人（約 43％）となっている。 

・車通学の意思決定は親によるものが多く、かつ「習慣化」していることが伺える。 

・「心がけ」の意識変化をみると、「環境によい移動」、「バスの利用」、「クルマにたよらない生

活」では、20 ポイント以上の意識変化、「健康によい移動」「人にやさしい移動」については

約 15 ポイント程度の意識変化がみられる。 

・今回の交通環境学習により直接的な行動の変化は見られなかったが、意識的な変化が大きく

表れている。 

・車の過度な利用が環境へ影響を及ぼすことについての感想や公共交通の使い分け等「賢い移

動」についての意見が多い結果となった。 

 また、「渋滞」についての感想は多くはなかったものの、内容としては、過度な車利用が渋滞

を発生させるという感想であった。 

 ⇒車の過度な利用が環境へ影響を及ぼすことへの意見が多かったことから、環境への影響は 

理解できており、また、影響を軽減するためには公共交通を利用するなど賢い移動が必要 

であるということも理解できていると考えられる。 

   また、渋滞に関する内容では、過度な車利用が渋滞を発生させるというメカニズムにつ 

いても正しく理解できていると考えられる。 

   一方、公共交通を利用しない影響が公共交通衰退に繋がるということや、それが福祉面  

  に与える影響についての理解度は十分ではないと考えられる。 
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第４章 今後の方針 

 ４－１.課題の整理 

   令和２年度交通環境学習実施結果より、昨年度課題の改善状況及び次年度の課題について整理を 

行った。 

 

① 児童の意識変化について 

 【意識変化】 

今回の交通環境学習授業では、授業実施前と実施後では意識の変化が大きく見られた。 

【行動変化】 

車通学の実態については、通学方法の判断や決定は保護者によるものが多くかつ習慣化してい

ることが伺えた。 

その結果、短期間で直接的な行動の変化までは見られなかった。 

【今後の課題】 

次年度は授業参観日に交通環境学習授業を実施するなど、保護者に対する働きかけも行った

うえで検証する必要がある。 

  →今回も直接的な行動変化は見られなかったため、次年度は授業参観日での授業実施を行う。 

 

 

② 授業内容（座学）について 

 【前年度からの課題】 

児童の感想をみると、過度な車利用が環境へ与える影響の感想が多かったが、交通渋滞の発

生メカニ ズムや福祉面での感想は少数であったことから、環境への影響という面での児童の

理解度は高いと考えられるが、渋滞や福祉面については再度内容を検討し理解度向上を目指す

必要がある。 

 【課題に対する結果】 

過度な車利用が環境へ影響を与えることに加え、公共交通利用がその影響を軽減させること

について理解できていると考えられる。 

また、交通すごろくによる渋滞の疑似体験により渋滞発生メカニズムについても正しく理解

できていると考えられる 

 【今後の課題】 

公共交通の衰退が自らが運転ができない高齢者や障がい者に対し影響を与えるということ

について理解度の向上を図る必要がある。 

 

 

③ 交通すごろく（ICT)について 

【前年度からの課題】 

・クラス全員が一斉にゲームを進めた場合、システム内での処理に時間を要してしまい、スム

ーズなゲーム進行とはならなかった。次年度はスムーズな進行ができるよう改良を行う。 

  ・授業のコマ数を十分に確保し、条件を変えながら交通すごろくを複数回行い、結果に対して

のふり返りを児童に考えてもらう必要がある。 
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【課題に対する改善結果】 

・１ゲームあたりに要する時間は５分～10 分程度でありスムーズな進行であり１回目のゲーム

結果を踏まえたうえで２回目のゲームを実施することができた。 

・過度な車利用があった際に「渋滞発生」と表示させたことで、児童の渋滞疑似体験の感覚を 

向上させることに繋がった。 

【今後の課題】 

・交通すごろくゲームの条件設定カスタマイズを可能とするシステム改良の検討 

・特定の条件で発生するエラーへの対応 

 

④ 授業のコマ数について 

 【前年度からの課題】 

・今回の授業では授業カリキュラムへの組込みを想定し、１コマ（45分）で実施したが、座学、

交通すごろく共に想定時間を超える結果となり、１コマ内で収める事が困難であった。 

・また、時間の制約により、速足での説明を行う箇所があったことから、次年度は児童の習熟

度を考慮し、 ２コマ（45 分×2）での授業実施を目標とする。 

 【課題に対する改善結果】 

・授業時数を２コマにしたことにより、余裕を持った授業を実施することができ、授業内容の 

充実に繋がった。 

 【今後の課題】 

・授業時数 2 コマでの授業カリキュラムへの組込みを目標とする。 
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４－２来年度のスケジュール 

 来年度のスケジュール（予定）は以下の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4-1 来年度のスケジュール 

５月上旬

６月

３月

8月上旬

６月下旬

９月〜2月上旬

教育委員会調整①
・次年度以降の授業カリキュラム導⼊へ向けた課題の確認

第7回浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会
・令和3年度の取組み目標設定

交通環境学習授業実施校調整
・沖縄県学校MMと連携し、実施校を選定する。（2校）

第8回浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会
・授業内容の報告・確認

交通環境学習実施（複数校）

第9回浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会
・授業実施報告

市
内
全
小
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
確
認



 

5-1 

 

第５章 その他 

 ５－１．委員会の運営 

   本事業は「浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会」の構成員により実施している。 

   次頁より今年度実施した委員会の概要を記載する。 

   なお、会議資料については資料編で掲載する。 
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（1）第４回委員会 

 

  【開催概要】 

日 時 令和２年１０月２８日（水） ９：３０～１０：３０ 

会  場 浦添市役所６階 601 会議室 

出席委員 野口広之委員、宮平敦委員、城田聡委員（代理）、荻堂盛嗣委員、長浜京子委員、 

又吉優委員（代理）、日高聡委員、［7 名］ 

欠席委員 與座辰彦委員  

事 務 局  交通エコロジー・モビリティー財団 岡本交通環境企画課調査役、 

        浦添市都市計画課、浦添市学校教育課 

議 事 １ 開会 

２ 委員の変更について 

３ 議事 

① 過年度の授業概要及び課題について 

②  令和 2 年度の実施方針について 

        ４ その他 

 意見交換 

 次回の開催について 

 

【配付資料】 

・会次第、配席図 

    ・資料１：過年度の授業概要及び課題 

・資料２：令和 2 年度の実施方針について  

・参考資料１：くらしを支える公共交通（昨年度授業内容） 

・参考資料２：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   第４回委員会の様子 
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（2）第５回委員会 

 

【開催概要】 

日 時 令和３年１月２８日（木） １０：００～１１：３０ 

会  場 浦添市役所６階 601 会議室 

出席委員 野口広之委員、宮平敦委員、与那覇純子委員、知念委員（代理） 

比嘉真一郎委員、仲泊喜委員 

欠席委員 荻堂盛嗣委員、長浜京子委員  

事 務 局  浦添市都市計画課、浦添市学校教育課 

議 事 １ 開会 

２ 議 事  

① 第４回委員会の議事要旨について              

② 今年度の授業内容について             

１）授業内容             

２）交通すごろくゲームデモ 

３）授業の評価 

３ その他 

  意見交換 

 

【配付資料】 

   ・会次第、配席図 

    ・資料１：第４回委員会議事要旨 

    ・資料２：くらしを支える公共 

    ・資料３：評価方法の検討 

 ・参考資料１：交通すごろく説明書 

 ・参考資料２：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第５回委員会の様子 
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（3）第６回委員会 

 

【開催概要】 

日 時 令和３年３月１２日（金） １０：３０～１１：３０ 

会  場 浦添市役所６階 601 会議室 

出席委員 野口広之委員、宮平敦委員、、與座辰彦委員、金城勝己委員（代理）、 

荻堂盛嗣委員、長浜京子委員 

欠席委員 仲泊喜委員、与那覇純子委員 

事 務 局  浦添市都市計画課、浦添市学校教育課 

議 事 １ 開会 

２ 報告事項  

  今年度実施した授業について 

３ その他 

  沖縄県の学校教育 MMに関する取組みの紹介 

 

【配付資料】 

   ・会次第、配席図 

    ・資料１：今年度実施した授業について 

    ・資料２：沖縄県の学校教育 MM に関する取組みの紹介 

 ・参考資料１：くらしを支える公共交通 

 ・参考資料２：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 
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５－２ 交通すごろく説明書 

 本年度作成した交通環境学習プログラム（交通すごろく）の説明用スライドを以下に示す。 
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会 

（第 4回委員会） 

 

日 時：令和 2 年 10 月 28 日（水） 

9：30～10：30  

場 所：浦添市役所 601 会議室  

 

 

会 次 第 

 

 

1. 開 会 

 

2. 委員の変更について 

 

3. 議 事 

① 過年度の授業概要及び課題について ・・・・・・・・・・・資料 1 

② 令和 2 年度の実施方針について   ・・・・・・・・・・・資料 2 

 

4. その他 

意見交換 

  今後のスケジュールについて 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【配布資料】 

 ・会次第、配席図 

 ・資 料 １：過年度の授業概要及び課題 

・資 料 ２：令和 2 年度の実施方針について  

・参考資料１：くらしを支える公共交通（昨年度授業内容） 

・参考資料２：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 

 

（設置） 

第1条 この会の名称は、浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会（以下

「委員会」という）とする。 

 （目的） 

第2条 委員会は、浦添市内小学校でのモビリティ・マネジメント教育の継続的な実

施に向け、子どもたちの個人の利便性だけではなく、社会的な影響に配慮し

た行動をする意識の形成を目的とし、意識の形成に寄与するカリキュラムや

教材等の仕組みづくりの検討を行うため関係者が一丸となって取り組むこと

とする。 

 

 （検討事項） 

第3条 委員会の検討事項は次の通りとする。 

（1）浦添市内小学生交通環境学習の学習内容（ＩＣＴ活用） 

（2）浦添市内小学生交通環境学習の教材（ＩＣＴ活用） 

（3）浦添市内小学生交通環境学習の実施手法 

（4）その他浦添市小学生交通環境学習の推進に関し必要な事項 

 

 （組織） 

第4条 委員会は委員 10名以内で組織する。 

2 委員は、次に掲げる者とする。 

（1）学識経験者 

（2）学校・教育関係者 

（3）市民団体 

（4）行政機関の職員 

（5）その他協議会の運営上必要と認められる者 

3 委員の任期は、3 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

4 委員は、再任されることができる。  

 

 （委員長等） 

第5条 委員会には委員長を置き、学識経験者を委員長とする、副委員長は主宰者で

ある浦添市の中からこれを定める。 
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2 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代行する。 

 （会議） 

第6条 委員会の会議は委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会の会議は、委員（代理人を含む）の過半数の出席がなければ、開くことが

できない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。 

４ 議長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、その意見

を聴くことができる。 

５ 前項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 （庶務） 

第7条 委員会の庶務は、都市建設部都市計画課において処理する。 

 （雑則） 

第8条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は別途協議す

るものとする。 

 

 附 則 

 この要綱は、令和元年12月12日から施行する。 
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会委員名簿 

 

 
 

 所属・役職名 氏名 

学識経験者 浦添市分散型エネルギー株式会社 代表取締役社長 野口 広之 

学校・教育関係 前田小学校 校長 仲泊 喜 

市民団体 浦添市 PTA 連合会 会長  荻堂 盛嗣 

行政機関 浦添市立教育研究所 所長 長浜 京子 

行政機関 都市計画課 課長 宮平 敦 

行政機関 道路課 課長 與座 辰彦 

行政機関 市民生活課 課長 与那覇 純子 

行政機関 学校教育課 指導監 比嘉 真一郎 
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ス
ラ
イ
ド
）

授
業

構
成

3

１
コマ

（
45

分
）

で
の

授
業

を
実

施

- 7 -



使
用

教
材

◆
くら

しを
支

え
る

公
共

交
通

◆
交

通
す

ご
ろ

く

4

- 8 -



授
業

の
様

⼦
◆

講
義

（
座

学
・交

通
す

ご
ろ

く）

◆
授

業
の

振
り返

り

5
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ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
実

施
交

通
環

境
学

習
実

施
前

の
ア

ン
ケ

ー
ト結

果
や

実
施

前
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
⽐

較
し、

授
業

を
受

け
る

こと
に

よ
る

児
童

の
意

識
変

化
を

確
認

した
。

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

Q1
今

まで
バ

スや
モノ

レー
ル

に
乗

った
こと

は
あ

りま
す

か
︖

Q1
公

共
交

通
の

授
業

は
楽

しか
った

で
す

か
︖

Q2
バ

スと
モノ

レー
ル

の
どち

らに
乗

りま
した

か
︖

Q2
公

共
交

通
が

⼤
切

な
こと

が
わ

か
りま

した
か

︖

Q3
今

まで
で

⼀
番

誰
とバ

スや
モノ

レー
ル

に
乗

った
こと

が
あ

りま
す

か
︖

Q3
クル

マ
ば

か
り利

⽤
す

る
と、

社
会

全
体

に
あ

た
え

る
影

響
に

つ
い

て
わ

か
りま

した
か

︖

Q4
最

近
１

週
間

で
バ

スや
モノ

レー
ル

を何
回

乗
りま

した
か

︖
Q4

最
近

1週
間

で
何

回
クル

マに
乗

って
学

校
へ

通
学

しま
した

か
︖

Q5
バ

スや
モノ

レー
ル

を利
⽤

した
理

由
を教

え
て

下
さい

︖
Q5

最
近

1週
間

で
何

回
クル

マに
乗

って
外

出
しま

した
か

︖

Q6
バ

スや
モノ

レー
ル

に
乗

って
み

た
い

で
す

か
︖

Q6
最

近
１

週
間

で
バ

スや
モノ

レー
ル

を何
回

乗
りま

した
か

︖

Q7
最

近
1週

間
で

何
回

クル
マに

乗
って

学
校

へ
通

学
しま

した
か

︖
Q7

「で
きる

だ
け

、環
境

に
優

しい
移

動
」を

⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

︖

Q8
最

近
1週

間
で

何
回

クル
マに

乗
って

外
出

しま
した

か
︖

Q8
「で

きる
だ

け
、健

康
に

よい
移

動
」を

⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

︖

Q9
「ク

ル
マで

の
移

動
」は

好
きで

す
か

︖
Q9

「で
きる

だ
け

、安
全

に
移

動
す

る」
こと

を⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

︖

Q1
0

「で
きる

だ
け

、環
境

に
優

しい
移

動
」を

⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

︖
Q1

0
「で

きる
だ

け
、バ

スを
利

⽤
」し

よう
と思

い
ます

か
︖

Q1
1

「で
きる

だ
け

、健
康

に
よい

移
動

」を
⼼

が
け

よう
と思

い
ます

か
︖

Q1
1

「ク
ル

マに
あ

まり
た

よら
な

い
⽣

活
」に

した
い

と思
い

ます
か

︖

Q1
2

「で
きる

だ
け

、安
全

に
移

動
す

る」
こと

を⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

︖

Q1
3

「で
きる

だ
け

、バ
スを

利
⽤

」し
よう

と思
い

ます
か

︖

Q1
4

「ク
ル

マに
あ

まり
た

よら
な

い
⽣

活
」に

した
い

と思
い

ます
か

︖

に
つ

い
て

は
前

後
共

通
の

質
問

6
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ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
（

抜
粋

）

7
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共
通

ア
ン

ケ
ー

ト
意

識
・⾏

動
の

変
化

最
近

１
週

間
で

バ
スや

モノ
レー

ル
を何

回
乗

りま
した

か
︖

変
化

な
し

最
近

1週
間

で
何

回
クル

マに
乗

って
学

校
へ

通
学

しま
した

か
︖

変
化

な
し

最
近

1週
間

で
何

回
クル

マに
乗

って
外

出
しま

した
か

︖
変

化
な

し

「で
きる

だ
け

、環
境

に
優

しい
移

動
」を

⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

︖
37

pt
増

加

「で
きる

だ
け

、健
康

に
よい

移
動

」を
⼼

が
け

よう
と思

い
ます

か
︖

4p
t増

加

「で
きる

だ
け

、安
全

に
移

動
す

る」
こと

を⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

︖
変

化
な

し

「で
きる

だ
け

、バ
スを

利
⽤

」し
よう

と思
い

ます
か

︖
37

pt
増

加

「ク
ル

マに
あ

まり
た

よら
な

い
⽣

活
」に

した
い

と思
い

ます
か

︖
19

pt
増

加

共
通

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

8

意
識

の
変

化
は

⾒
られ

た
が

、⾏
動

の
変

化
ま

で
は

⾒
られ

な
か

った
。
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授
業

実
施

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
（

自
由

記
述

）
公

共
交

通
に

つ
い

て
感

じた
こと

・⾞
を

使
い

す
ぎ

る
と渋

滞
に

な
った

りC
O

²を
い

っぱ
い

出
す

事
を

感
じた

。

・⾞
の

移
動

よ
りも

モノ
レ

ー
ル

、バ
ス

とい
った

よ
うに

⼀
辺

に
た

くさ
ん

の
⼈

が
⼀

台
の

乗
り物

に
乗

った
⽅

が
お

年
寄

り、
⾞

も
って

な
い

⼈
、渋

滞
を防

げ
る

こと
が

分
か

った
の

で
モ

ノレ
ー

ル
とバ

ス
を

た
くさ

ん
利

⽤
して

環
境

に
も

良
い

⼼
が

け
を

した
い

とお
も

った
。

・外
出

す
る

時
バ

ス
や

モノ
レー

ル
を

使
うよ

うに
しよ

うと
思

った
。ま

た
、親

に
言

って
な

る
べ

く移
動

は
意

識
して

や
ろ

うと
思

った
。公

共
交

通
は

地
球

温
暖

化
に

優
しい

し健
康

に
よ

い
運

動
を

で
きる

か
らと

て
も

い
い

こと
と感

じた
。次

か
らは

家
族

で
近

い
所

に
⾏

くと
き

は
歩

い
て

⾏
った

りバ
ス

を
利

⽤
しよ

うと
思

った
。

→
渋

滞
の

発
⽣

に
関

す
る

理
解

→
公

共
交

通
利

⽤
が

交
通

弱
者

の
補

助
とな

る
こと

へ
の

理
解

→
⾞

の
過

度
な

利
⽤

に
よ

る
環

境
へ

の
影

響
の

理
解

→
賢

い
⾞

移
動

に
よ

る環
境

や
健

康
へ

の
理

解

交
通

す
ご

ろ
くに

つ
い

て
感

じた
こと

・交
通

す
ご

ろ
くで

い
つ

も
の

⾞
を使

お
うと

思
って

た
くさ

ん
⾞

を
使

って
い

た
ら排

気
ガ

ス
が

出
て

、あ
ま

り進
む

事
も

で
き

な
か

った
。

・バ
ス

を
多

く利
⽤

す
る

よ
うに

しま
した

。⾞
を

利
⽤

した
時

は
1回

ほ
とん

どの
⼈

が
使

っ
て

前
に

進
め

な
か

った
時

が
あ

りま
した

。バ
ス

を
多

く利
⽤

す
る

とゴ
ー

ル
す

る
の

に
時

間
が

か
か

った
の

で
、急

い
で

い
る

時
は

⾞
を

利
⽤

して
急

い
で

い
な

い
時

は
バ

ス
を

利
⽤

し
て

外
出

した
りし

た
い

で
す

。

・I
pa

dを
使

い
な

が
らC

O
₂の

排
出

量
を確

認
しな

が
ら環

境
に

い
い

よ
うに

考
え

られ
ま

した
。

・今
ま

で
は

、速
く目

的
地

に
つ

く事
だ

け
を

考
え

て
す

ご
ろ

くと
か

ゲ
ー

ム
をし

て
い

た
け

ど、
交

通
す

ご
ろ

くを
通

して
CO

²が
どの

くら
い

の
量

出
て

い
る

の
か

を考
え

て
、急

い
で

い
る

時
は

⾞
を

使
った

り、
別

に
急

い
で

い
な

い
時

に
は

バ
ス

や
モ

ノレ
ー

ル
な

どの
公

共
交

通
を

利
⽤

す
る

とい
い

と思
い

ま
した

。

→
⾞

の
過

度
な

利
⽤

に
よ

る
渋

滞
の

疑
似

体
験

→
公

共
交

通
の

利
⽤

に
よ

る
賢

い
移

動
の

理
解

→
IC

T教
材

に
よ

り⾃
⾝

の
⾏

動
を

振
り返

りな
が

らの
賢

い
移

動
の

理
解

→
公

共
交

通
利

⽤
に

よ
る

環
境

負
荷

軽
減

に
理

解

9
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ア
ン

ケ
ー

ト結
果

（
属

性
別

）

・そ
れ

ぞ
れ

環
境

に
関

して
の

意
⾒

が
最

も
多

い
結

果
とな

った
。

公
共

交
通

に
つ

い
て

（
座

学
）

交
通

す
ご

ろ
くに

つ
い

て
N
=
8
8

N
=
8
7

1
0
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結
果

（
ま

とめ
）

・児
童

の
97

％
は

、公
共

交
通

（
バ

ス
・モ

ノレ
ー

ル
）

を
利

⽤
した

こと
が

あ
る

。
・直

接
的

な
⾏

動
の

変
化

を
⾒

る
と、

交
通

環
境

学
習

実
施

前
後

の
⾞

に
よ

る
通

学
は

約
30

％
とな

って
お

り、
変

化
は

⾒
られ

な
い

。
・「

⼼
が

け
」の

意
識

変
化

を
み

る
と、

「安
全

な
移

動
」で

は
変

化
は

⾒
られ

な
い

が
、「

環
境

に
よ

い
移

動
」、

「バ
ス

の
利

⽤
」、

「ク
ル

マ
に

た
よ

らな
い

⽣
活

」で
は

、2
0ポ

イン
ト以

上
の

意
識

変
化

が
み

られ
る

。
・今

回
の

交
通

環
境

学
習

に
よ

り直
接

的
な

⾏
動

の
変

化
は

⾒
られ

な
か

った
が

、意
識

的
な

変
化

が
⼤

き
く表

れ
て

い
る

。
・⾞

の
過

度
な

利
⽤

が
環

境
へ

影
響

を
及

ぼ
す

こと
に

つ
い

て
の

感
想

が
多

い
結

果
とな

った
。

・「
渋

滞
」「

福
祉

・健
康

」「
賢

い
移

動
」に

つ
い

て
の

感
想

は
あ

った
も

の
の

、数
は

多
くな

い
結

果
とな

った
。

・「
安

全
な

移
動

」に
つ

い
て

の
感

想
は

ほ
とん

ど⾒
られ

な
か

った
。

1
1
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②
授

業
内

容
（

座
学

）
に

つ
い

て
・児

童
の

感
想

を
み

る
と、

過
度

な
⾞

利
⽤

が
環

境
へ

与
え

る
影

響
の

感
想

が
多

か
った

が
、交

通
渋

滞
の

発
⽣

メカ
ニ

ズ
ム

や
福

祉
面

で
の

感
想

は
少

数
で

あ
った

。
この

こと
か

ら、
環

境
へ

の
影

響
とい

う面
で

の
児

童
の

理
解

度
は

⾼
い

と考
え

られ
る

が
、渋

滞
や

福
祉

面
に

つ
い

て
は

再
度

内
容

を
検

討
し理

解
度

向
上

を
目

指
す

必
要

が
あ

る
。

⇒
【環

境
・渋

滞
・公

共
交

通
の

衰
退

】を
関

連
付

け
て

理
解

させ
る

こと
が

必
要

。

①
児

童
の

意
識

変
化

に
つ

い
て

・今
回

の
交

通
環

境
学

習
授

業
で

は
、授

業
実

施
前

と実
施

後
で

は
、意

識
の

変
化

が
⼤

き
く⾒

られ
た

が
、直

接
的

な
⾏

動
の

変
化

ま
で

は
⾒

られ
な

か
った

。
今

後
は

⾞
に

頼
らな

い
移

動
の

事
例

を
挙

げ
、直

接
的

な
⾏

動
の

変
化

に
働

き
か

け
る

⽅
法

を
⾏

う必
要

が
あ

る
。

ま
た

、授
業

参
観

日
に

交
通

環
境

学
習

授
業

を
実

施
す

る
な

どし
、親

子
で

学
べ

る
取

組
み

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

今
後

の
課

題

1
2
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③
交

通
す

ご
ろ

く（
IC

T)
に

つ
い

て
・今

回
の

授
業

で
は

クラ
ス

全
員

が
⼀

⻫
に

ゲ
ー

ム
を

進
め

た
場

合
、シ

ス
テ

ム
内

で
の

処
理

に
時

間
を

要
して

しま
い

、ス
ム

ー
ズ

な
ゲ

ー
ム

進
⾏

とは
な

らな
か

った
。次

年
度

は
ス

ム
ー

ズ
な

進
⾏

が
で

き
る

よ
う改

良
を

⾏
う。

・シ
ス

テ
ム

の
完

成
形

で
は

、計
算

、コ
マ

の
移

動
等

の
全

て
の

動
作

を
iP

ad
上

で
⾏

うこ
とを

想
定

して
い

る
が

、授
業

を
⾒

学
した

先
⽣

⽅
の

意
⾒

の
中

に
す

ご
ろ

くマ
ップ

は
紙

で
⾏

った
⽅

が
良

い
の

で
は

な
い

か
とい

う意
⾒

が
あ

った
た

め
、

⽅
向

性
を

再
検

討
す

る
。

・授
業

の
コマ

数
を

⼗
分

に
確

保
し、

条
件

を
変

え
な

が
ら交

通
す

ご
ろ

くを
複

数
回

⾏
い

、結
果

に
対

して
の

ふ
り返

りを
児

童
に

考
え

て
も

らう
必

要
が

あ
る

。

④
授

業
の

コマ
数

に
つ

い
て

・今
回

の
授

業
で

は
授

業
カリ

キ
ュラ

ム
へ

の
組

込
み

を
想

定
し、

１
コマ

（
45

分
）

で
実

施
した

が
、座

学
、交

通
す

ご
ろ

く共
に

想
定

時
間

を
超

え
る

結
果

とな
り、

１
コマ

内
で

収
め

る
事

が
困

難
で

あ
った

。
ま

た
、時

間
の

制
約

に
よ

り、
速

⾜
で

の
説

明
を

⾏
う箇

所
が

あ
った

こと
か

ら、
次

年
度

は
児

童
の

習
熟

度
を

考
慮

し、
２

コマ
（

45
分

×
2）

で
の

授
業

実
施

を
目

標
とす

る
。

1
3
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資
料

２
︓

令
和

2年
度

の
実

施
方

針
に

つ
い

て

浦
添

市
モ

ビリ
テ

ィ・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト教
育

推
進

委
員

会
（

第
4回

委
員

会
）
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環
  境

渋
  滞

福
  祉

過
度

な
⾞

利
⽤

に
よる

環
境

へ
の

影
響

の
理

解
過

度
な

⾞
利

⽤
に

よる
渋

滞
へ

の
影

響
の

理
解

公
共

交
通

衰
退

に
よる

交
通

弱
者

へ
の

影
響

の
理

解

取
組

み
目

標
・浦

添
市

や
身

近
な

交
通

の
特

徴
を

知
る

と同
時

に
、渋

滞
や

環
境

面
の

課
題

に
つ

い
て

考
え

て
も

らう
。

・I
CT

教
材

を
用

い
た

「交
通

す
ご

ろ
く」

の
実

践
を

通
じて

、社
会

的
ジ

レン
マ

（
渋

滞
の

疑
似

体
験

　等
）

を
感

じて
も

らい
、他

者
や

社
会

全
体

に
配

慮
した

移
動

に
つ

い
て

考
え

て
も

らう
。

本
事

業
に

お
け

る
学

習
テ

ー
マ

学
習
テ
ー
マ
は
浦
添
市
に
お
け
る
地
域
特
性
・
交
通
状
況
を
踏
ま
え
、
環
境
や
地
域
に
と
っ
て
望
ま

し
い
交
通
行
動
の
実
施
へ
繋
が
る
学
習
テ
ー
マ
と
す
る
。

本
事
業
で
は
以
下
の
３
つ
を
学
習
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

2

- 19 -



令
和

元
年

度
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度

授
業

内
容

・教
材

の
検

討

授
業

実
施

（
1校

）

課
題

の
抽

出
・整

理

学
習

の
評

価

授
業

内
容

・教
材

の
検

討
・改

良

授
業

実
施

（
1校

）

課
題

の
抽

出
・整

理

学
習

の
評

価

授
業

教
材

の
改

良

授
業

実
施

（
2校

）

課
題

の
抽

出
・整

理

学
習

の
評

価

交
通

環
境

学
習

テ
キ

ス
ト

作
成

浦
添

市
副

読
本

内
容

活
⽤

交
通

環
境

学
習

テ
キ

ス
ト

改
良

浦
添

市
副

読
本

（
改

定
）内

容
連

携

交
通

環
境

学
習

テ
キ

ス
ト

完
成

＋
副

読
本

事
業

実
施

フロ
ー

3

- 20 -



昨
年

度
抽

出
さ

れ
た

課
題

児
童

の
意

識
・⾏

動
変

化
に

つ
い

て
意

識
変

化
だ

け
で

は
な

く⾏
動

変
化

も
目

標
とす

る

授
業

内
容

（
座

学
）

に
つ

い
て

渋
滞

発
⽣

メカ
ニズ

ム
や

公
共

交
通

衰
退

が
福

祉
面

へ
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

の
理

解
度

向
上

交
通

す
ご

ろ
く（

IC
T）

に
つ

い
て

シ
ス

テ
ム

の
処

理
速

度
向

上
させ

、複
数

回
の

ゲ
ー

ム
の

実
施

。
紙

マ
ップ

継
続

導
⼊

の
検

討

授
業

の
コマ

数
に

つ
い

て
２

コマ
（

45
分

×
2）

で
の

授
業

の
実

施

コロ
ナ

禍
に

お
け

る
授

業
実

施
感

染
予

防
対

策
を

実
施

しな
が

らの
学

習
⽅

法
へ

の
転

換

4
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児
童

の
意

識
・⾏

動
変

化
に

つ
い

て
意

識
変

化
だ

け
で

は
な

く⾏
動

変
化

も
目

標
とす

る

親
子

で
授

業
を

受
け

る
こと

に
よ

り⾏
動

変
化

が
⾒

られ
る

か
を

検
証

す
る

5

- 22 -



移
動

に
困

る
状

況
を

い
くつ

か
設

定
し、

⾃
分

⾃
⾝

や
⾝

近
な

⼈
の

こと
に

置
き

換
え

考
え

て
も

らう

授
業

内
容

（
座

学
）

に
つ

い
て

渋
滞

発
⽣

メカ
ニズ

ム
や

公
共

交
通

衰
退

が
福

祉
面

へ
与

え
る

影
響

に
つ

い
て

の
理

解
度

向
上

6
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交
通

す
ご

ろ
く（

IC
T）

に
つ

い
て

シ
ス

テ
ム

の
処

理
速

度
向

上
させ

、複
数

回
の

ゲ
ー

ム
の

実
施

。
紙

マ
ップ

継
続

導
⼊

の
検

討

◆
紙

マ
ップ

継
続

導
⼊

の
検

討
➣

新
型

コロ
ナ

ウィ
ル

ス
感

染
予

防
に

よ
りグ

ル
ー

プ
学

習
が

実
施

で
き

な
い

こと
か

ら、
グ

ル
ー

プ
で

実
施

す
る

紙
マ

ップ
は

導
⼊

しな
い

こと
とす

る
。

◆
交

通
す

ご
ろ

くプ
ログ

ラム
の

作
成

⽅
針

の
変

更
➣

当
初

は
地

域
に

合
わ

せ
た

す
ご

ろ
くマ

ップ
の

カス
タム

を
想

定
して

い
た

が
、タ

ブ
レ

ット
画

面
に

表
示

され
る

内
容

を
充

実
させ

、
児

童
の

交
通

す
ご

ろ
くに

お
け

る
疑

似
体

験
の

理
解

度
を

深
め

る
こと

が
で

き
る

よ
う仕

様
の

変
更

を
⾏

う。

交
通
す
ご
ろ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
フ
ロ
ー
（
当
初
）

7
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交
通

す
ご

ろ
くプ

ロ
グ

ラ
ム

仕
様

変
更

令
和

元
年

度
仕

様

➀
移

動
手

段
選

択

②
進

め
る

マ
ス

の
確

認

➂
コマ

の
移

動

電
子

⿊
板

で
は

全
グ

ル
ー

プ
の

状
況

を
表

示

8
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交
通

す
ご

ろ
くプ

ロ
グ

ラ
ム

仕
様

変
更

令
和

２
年

度
仕

様
【タ

ブ
レ

ット
画

面
案

】

⾃
分

が
何

ター
ン目

に
どの

移
動

手
段

を
選

択
した

か
を

表
示

通
常

画
面

渋
滞

が
発

⽣
した

際
に

渋
滞

発
⽣

の
表

示

ス
ライ

ド2
ペ

ー
ジ

目
（

全
体

マ
ップ

）

全
体

マ
ップ

を
表

示
させ

る
こ

とに
よ

り、
す

ご
ろ

くを
体

験
し

て
い

る
感

覚
を

持
た

せ
る

9
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交
通

す
ご

ろ
くプ

ロ
グ

ラ
ム

仕
様

変
更

令
和

２
年

度
仕

様
【電

⼦
⿊

板
モ

ニ
タ

ー
案

】
ゲ

ー
ム

進
⾏

中
ゲ

ー
ム

終
了

後

➂
各

項
目

で
の

ラン
キ

ン
グ

付
け

を
⾏

う

➀ ②

➂

➀
リア

ル
タイ

ム
で

各
チ

ー
ム

の
順

位
を

表
示

※
指

標
に

つ
い

て
は

今
後

⽤
検

討
※

ゲ
ー

ム
1回

目
は

非
表

示
（

よ
りリ

ア
ル

な
⾏

動
を

促
す

た
め

）
②

全
グ

ル
ー

プ
の

状
況

を
表

示
1
0

- 27 -



交
通

す
ご

ろ
くプ

ロ
グ

ラ
ム

仕
様

変
更

案
（

R2
〜

R3
）

1
1
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年 度
20

20
年

7⽉
20

20
年

8⽉
20

20
年

9⽉
20

20
年

10
⽉

20
20

年
11

⽉
20

20
年

12
⽉

20
21

年
1⽉

20
21

年
2⽉

20
21

年
3⽉

浦 添 市 副 読 本 改 定 備 考
校

⻑
会

で
説

明
・授

業
参

観
日

で
の

授
業

実
施

を
検

討
す

る
。

担
当

教
員

調
整

・令
和

2年
度

の
取

組
み

方
針

第
4回

委
員

会
・令

和
２

年
度

の
取

組
み

方
針

設
定

第
5回

委
員

会
・授

業
内

容
の

確
認

（
1⽉

上
旬

）

第
6回

委
員

会
・授

業
内

容
の

評
価

教
材

改
良

（
テ

キ
ス

ト、
IC

T）

副
読

本
改

定
作

業

第
9回

編
集

委
員

会
以

降
参

加
（

作
業

中
）

編
集

委
員

会
計

８
回

（
予

定
）

授
業

実
施

（
宮

城
小

学
校

）
1⽉

下
旬

担
当

教
員

調
整

・授
業

内
容

の
検

討

今
後

の
ス

ケ
ジ

ュー
ル

1
2

- 29 -



年 度
20

20
年

7⽉
20

20
年

8⽉
20

20
年

9⽉
20

20
年

10
⽉

20
20

年
11

⽉
20

20
年

12
⽉

20
21

年
1⽉

20
21

年
2⽉

20
21

年
3⽉

浦 添 市 副 読 本 改 定 備 考
校

⻑
会

で
説

明
・授

業
参

観
日

で
の

授
業

実
施

を
検

討
す

る
。

令
和

２
年

度
事

業
ス

ケ
ジ

ュー
ル

担
当

教
員

調
整

・令
和

2年
度

の
取

組
み

方
針

第
4回

委
員

会
・令

和
２

年
度

の
取

組
み

方
針

設
定

第
5回

委
員

会
・授

業
内

容
の

確
認

（
1⽉

上
旬

）

第
6回

委
員

会
・授

業
内

容
の

評
価

教
材

改
良

（
テ

キ
ス

ト、
IC

T）

副
読

本
改

定
作

業

第
9回

編
集

委
員

会
以

降
参

加
（

作
業

中
）

編
集

委
員

会
計

８
回

（
予

定
）

授
業

実
施

（
宮

城
小

学
校

）
1⽉

下
旬

担
当

教
員

調
整

・授
業

内
容

の
検

討

- 30 -



R2
.1
.2
9作

成
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沖
縄
県
で
、問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が

と
く
に
、ひ
ど
い
の
が
浦
添
市

こ
う
つ
う
じ
ゅ
う
た
い

浦
添
市
内
の
交
通
問
題

- 32 -



じ
ゅ
う
た
い
し
て
い
る
時
、浦
添
市
内
の
車
は

時
速
5
0
.0
km

だ
せ
る
道
路
で

時
速
1
6
.8
km

し
か
、だ
せ
な
い
。

マ
ラ
ソ
ン
選
手
ほ
ど
の
速
さ

浦
添
市
内
の
交
通
問
題

- 33 -
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バ
ス
専
用
レ
ー
ン

•
朝
の
７
時
３
０
分
か
ら
９
時
の
間
と
、夕
方
の
５
時
３
０
か
ら

７
時
の
間
、バ
ス
専
用
レ
ー
ン
に
な
り
ま
す
。

せ
ん
よ
う

す
～
い

す
い
♪

- 37 -



も
う
ひ
と
つ
、世
界
中
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が

と
く
に
、
二
酸
化
炭
素
が
問
題

ち
き
ゅ
う
お
ん

だ
ん

か

世
界
の
か
ん
き
ょ
う
問
題

に
さ
ん
か
た
ん
そ

- 38 -



二
酸
化
炭
素
が
ふ
え
る
と

に
さ
ん
か
た
ん
そ

世
界
の
か
ん
き
ょ
う
問
題

む
か
し
は
、、
、

参
考
資
料
：
地
球
温
暖
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
環
境
省
）
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二
酸
化
炭
素
を
出
す
乗
り
物
は
？

世
界
の
か
ん
き
ょ
う
問
題

•
日
本
で
二
酸
化
炭
素
を
た
く
さ
ん
出
し
て

い
る
乗
り
物
は
台
数
が
多
い
「
自
家
用

車
」
や
「
ト
ラ
ッ
ク
」

•
自
家
用
車
が
ふ
え
る
と
じ
ゅ
う
た
い
も
す

る
け
ど
、か
ん
き
ょ
う
に
も
わ
る
い

に
さ
ん
か
た
ん
そ

参
考
資
料
：
運
輸
部
門
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
（
国
土
交
通
省
、
20
17
年
度
）

- 40 -



地
球
に
や
さ
し
い
移
動
を
考
え
る

•
交
通
渋
滞
は
、時
間
や
ガ
ソ
リ
ン
を
む
だ
に
使
い
、排
気
ガ
ス
を
た
く
さ
ん
だ
し
ま
す
。

•
少
し
で
も
自
動
車
の
利
用
を
も
お
さ
え
、バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
、自
転
車
を
利
用
す
る
こ
と

で
、交
通
渋
滞
を
減
ら
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

•
み
ん
な
で
、地
球
に
や
さ
し
い
移
動
に
つ
い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

い
ど
う

資
料
提
供
「
松
本
市
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
推
進
市
⺠
会
議
、
松
本
市
、
⼀
般
社
団
法
⼈
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」

上
記
写
真
は
、
⼀
般
財
団
法
⼈
セ
ブ
ン
-イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

▼
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
（
7
0
名
の
人
た
ち
が
移
動
す
る
場
合
）

■
自
動
車
の
場
合

■
バ
ス
の
場
合

■
自
転
車
の
場
合

9
3
.4
kg

0
.0
kg

3
5
.7
kg
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自
家
用
車
と
バ
ス
ど
っ
ち
が
良
い
の
？

自
家
用
車

バ
ス

く
ら
べ
て
み
よ
う
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自
分
が
い
る
マ
ス

が
わ
か
ら
な
く

な
っ
た
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
も
確
認

で
き
る
よ
！

- 56 -
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- 58 -



ま
と
め

- 59 -



く
ら
べ
て
み
よ
う

自
家
用
車
と
バ
ス
ど
っ
ち
が
良
い
の
？

自
家
用
車

バ
ス

答
え
：ど
っ
ち
に
も
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
！
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ひ
と
り
ひ
と
り
が
、浦
添
市
や
地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

- 61 -



ひ
と
り
ひ
と
り
が
、浦
添
市
や
地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

た
と
え
ば
、、
、

急
い
で
行
く
と
き
は
車
を
使
っ
て
、の
ん
び
り
行
く
と
き
に
は
モ
ノ
レ
ー
ル
や
バ
ス
を
使
っ
て

み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？

か
し
こ
く
バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
を
使
う
こ
と
が
、環
境
や
運
転
で
き
な
い
人
た
ち

の
助
け
に
な
る
ん
だ
♪

★
他
に
も
み
ん
な
で
考
え
て
み
よ
う
！

バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
を
使
え
る
時
は
ど
ん
な
時
？

車
を
使
う
時
は
ど
ん
な
時
？
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会 

（第 5回委員会） 

 

日 時：令和 3 年 1 月 28 日（木） 

10：00～11：30  

場 所：浦添市役所 601 会議室  

 

 

会 次 第 

 

 

1. 開 会 

 

2. 議 事  

① 第４回委員会の議事要旨について             資料１ 

② 今年度の授業内容について            資料２、資料３ 

1）授業内容             

2）交通すごろくゲームデモ 

3）授業の評価 

 

3. その他 

意見交換 

 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【配布資料】 

 ・会次第、配席図 

 ・資 料 １：第４回委員会議事要旨 

 ・資 料 ２：くらしを支える公共交通 

 ・資 料 ３：評価方法の検討 

・参考資料１：交通すごろく説明書 

・参考資料２：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 
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1 
 

浦添市モビリティ・マネジメント推進委員会 

第 4 回委員会議事要旨 

日時：令和 2 年 10 月 28 日（水） 

9：30 ～ 10：30 

場所：浦添市役所 6 階 601 会議室   

 

■議題①：過年度の授業概要及び課題について（資料１） 

 議題②：令和２年度の実施方針について 

 

発言者 主な指摘・意見 回答・対策方針など 

学校教育課 

日高委員（代理） 

 

・４年生を対象としているが、これは全

クラスで実施するのか。 

 

・宮城小学校は社会科専科の教員がいる

ため、授業実施が可能となっていると思

うが、今後授業カリキュラムに組込むと

いうことであれば、担任が授業を実施す

ることを考えておく必要があると思わ

れる。 

 

（事務局） 

・全クラスで実施する。 

 

 

・再来年以降の授業への組込みについ

ては今後調整していく。 

市民生活課 

又吉委員（代理） 

 

 

 

 

・児童の行動変化が見られなかったこと

について、理由があれば教えていただき

たい。 

（事務局） 

・行動変化に至らなかった理由まだ検

証できていないが、通学に関する行動

変容の少なさというところでは、送迎

をする親の意向が強いためではないか

と考えている。 

 

浦添市 PTA 連合会 

荻堂委員 

 

・交通すごろくについて、タブレット画

面を確認する機会はあるか。 

（事務局） 

・次回委員会で委員の方々には実際に

操作してもらう予定である。 

前田小学校 

城田委員（代理） 

・子ども達に公共交通利用を促し、車社

会からの脱却ということをテーマにす

るのであれば、世界や日本の脱炭素化に

向けての取組みを絡めてみてはどうか。 

そうすることで親子での対話の機会に

繋がると思う。 

 

 

（事務局） 

・内容を検討したい。 

資料１ 
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2 
 

教育研究所 

長浜委員 

 

・昨年度の結果を見ると環境についての

影響は理解できていると思われるが、 

渋滞・福祉については今後も検討が必要

だと思う。 

渋滞は親が運転するためなかなか理解

が難しい面があるなという印象であり、 

同様に福祉面についても児童自身が健

康であることからどう理解させるか工

夫が必要と考える。 

今回、交通すごろくをデータ化すると

いう事であればシステムの中で「渋滞を

なくしてくれてありがとう」のような福

祉に貢献していると感じるような内容

を盛り込んではどうか。 

 

・親子で一緒に学べるような機会を設け

て授業を実施していただきたい。 

（事務局） 

・福祉面について交通すごろくと絡め

た形で実施できるよう今後検討した

い。 

 

・今年度は授業参観で授業を実施した

いと考えている。 

学校教育課 

日高委員（代理） 

 

・授業を録画したり、オンデマンド化し

て市内の教員の方々に見てもらっては

どうか。 

 

（事務局） 

・授業は録画するので、市内小学校教

員との共有を検討したい。 

 

野口委員長  

・11 月から始まる浦添市のコミュニティ

バスについては内容に含めないのか。 

（事務局） 

・コミュニティバスについては副読本

にも掲載することとしており、授業内

でも紹介する。 
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資
料

２
︓

令
和

2年
度

の
授

業
内

容
に

つ
い

て

浦
添

市
モ

ビリ
テ

ィ・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
教

育
推

進
委

員
会

（
第

5回
委

員
会

）
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宮
城

小
学

校
で

の
授

業
概

要
モ

デ
ル

校
/学

年
宮

城
小

学
校

/４
年

⽣

取
組

み
の

目
標

・浦
添

市
や

身
近

な
交

通
の

特
徴

を
知

る
と同

時
に

、渋
滞

や
環

境
面

の
課

題
に

つ
い

て
考

え
て

も
らう

。
・I

CT
教

材
を

用
い

た
「交

通
す

ご
ろ

く」
の

実
践

を
通

じて
、社

会
的

ジ
レ

ン
マ

（
渋

滞
の

疑
似

体
験

等
）

を
感

じて
も

らい
、他

者
や

社
会

全
体

に
配

慮
した

移
動

に
つ

い
て

考
え

て
も

らう
。

・公
共

交
通

衰
退

が
他

者
（

交
通

弱
者

）
へ

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
考

え
て

も
らう

。

使
用

教
材

➀
公

共
交

通
に

つ
い

て
（

PP
T形

式
)

②
交

通
す

ご
ろ

くル
ー

ル
（

PP
T形

式
）

③
交

通
す

ご
ろ

く（
記

録
用

紙
）

他
使

用
機

材
等

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィブ
ボ

ー
ド（

電
⼦

⿊
板

）
、パ

ソ
コン

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ット
環

境
）

、i
Pa

d

実
施

教
科

社
会

科

学
習

方
法

座
学

、体
験

学
習

時
数

2

2
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授
業

構
成

3

１
コマ

（
90

分
）

で
の

授
業

を
実

施
時
間

配
分

内
容

使
用
教
材

30

・
渋
滞
の
問
題
（
自
動
車
が
増
え
た
）

・
公
共
交
通
っ
て
何
？

・
環
境
の
問
題
（
二
酸
化
炭
素
排
出
量
）

・
モ
ノ
レ
ー
ル
＆
バ
ス
ク
イ
ズ

・
バ
ス
が
な
く
な
る
と

・
ど
っ
ち
が
い
い
の
？

・
交
通
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
説
明

ス
ラ
イ
ド

15
交
通
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
（
1回

目
）

・
誰
が
１
番
早
く
ゴ
ー
ル
で
き
る
か
な
？

（
み
ん
な
で
競
争
で
す
）

ゲ
ー
ム

10
ふ
り
か
え
り
（
ジ
レ
ン
マ
の
確
認
）

・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
別
の
評
価

・
車
カ
ー
ド
の
コ
マ
数
別
（
渋
滞
回
数
）
の
評
価

ス
ラ
イ
ド

15
交
通
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
（
2回

目
）

・
二
酸
化
炭
素
を
抑
え
て
み
ん
な
が
早
く
ゴ
ー
ル
し
よ
う
！

（
チ
ー
ム
で
相
談
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

ゲ
ー
ム

10
ふ
り
か
え
り
（
効
果
の
確
認
）

・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
別
の
評
価

・
車
カ
ー
ド
の
コ
マ
数
別
（
渋
滞
回
数
）
の
評
価

ス
ラ
イ
ド

10
・
ひ
と
り
ひ
と
り
が
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

ス
ラ
イ
ド

基
本
学
習

体
験
学
習

ま
と
め
（
ス
ラ
イ
ド
）
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R3
.1
.2
5作

成
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沖
縄
県
で
、問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が

と
く
に
、ひ
ど
い
の
が
浦
添
市

こ
う
つ
う
じ
ゅ
う
た
い

浦
添
市
内
の
交
通
問
題
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じ
ゅ
う
た
い
し
て
い
る
時
、浦
添
市
内
の
車
は

時
速
5
0
.0
km

だ
せ
る
道
路
で

時
速
1
6
.8
km

し
か
、だ
せ
な
い
。

マ
ラ
ソ
ン
選
手
ほ
ど
の
速
さ

浦
添
市
内
の
交
通
問
題
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浦
添
市
内
の
交
通
問
題
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公
共
交
通
と
は

公
共
交
通
っ
て
何
？

た
く
さ
ん
の
人
が
い
っ
し
ょ
に
乗
れ
る
乗
り
物
の
こ
と

沖
縄
県
で
は
・・
・

な
ど
が
あ
る
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さ
ら
に
・・
・

浦
添
市
で
は
２
０
２
０
年
１
１
月
か
ら

あ
た
ら
し
い
公
共
交
通
が
は
じ
ま
っ
て
い
る

公
共
交
通
っ
て
何
？

と

浦
添
市
内
で
あ
れ
ば
、ク
ル
マ
が
な
く
て
も
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
！
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バ
ス
専
用
レ
ー
ン

せ
ん
よ
う

す
～
い

す
い
♪

朝
の
７
時
３
０
分
か
ら
９
時
の
間
と

夕
方
の
５
時
３
０
分
か
ら
７
時
の
間

バ
ス
だ
け
走
る
こ
と
が
で
き
る

レ
ー
ン
に
な
る
こ
と

バ
ス
は
遅
い
？
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も
う
ひ
と
つ
、世
界
中
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が

と
く
に
、
二
酸
化
炭
素
が
問
題

ち
き
ゅ
う
お
ん

だ
ん

か

世
界
の
か
ん
き
ょ
う
問
題

に
さ
ん
か
た
ん
そ
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二
酸
化
炭
素
が
ふ
え
る
と

に
さ
ん
か
た
ん
そ

世
界
の
か
ん
き
ょ
う
問
題

む
か
し
は
、、
、

参
考
資
料
：
地
球
温
暖
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
環
境
省
）
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二
酸
化
炭
素
を
出
す
乗
り
物
は
？

世
界
の
か
ん
き
ょ
う
問
題

•
日
本
で
二
酸
化
炭
素
を
た
く
さ
ん
出
し
て
い

る
乗
り
物
は
台
数
が
多
い
「
自
家
用
車
」
や

「
ト
ラ
ッ
ク
」

•
自
家
用
車
が
ふ
え
る
と
じ
ゅ
う
た
い
も
す
る
し
、

か
ん
き
ょ
う
に
も
わ
る
い

に
さ
ん
か
た
ん
そ

参
考
資
料
：
運
輸
部
門
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
（
国
土
交
通
省
、
20
17
年
度
）
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日
本
で
は
二
酸
化
炭
素
等
を
2
0
3
0
年
ま
で
に
2
6
％
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
8
0
％
減
ら
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

二
酸
化
炭
素
が
ふ
え
る
と

に
さ
ん
か
た
ん
そ

世
界
の
か
ん
き
ょ
う
問
題

雨
が
ふ
ら
な
い

北
極
や
南
極
の
氷
が
と
け
る

島
が
し
ず
む

い
じ
ょ
う
気
象

二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
は
世
界
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
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地
球
に
や
さ
し
い
移
動
を
考
え
る

•
交
通
渋
滞
は
、時
間
や
ガ
ソ
リ
ン
を
む
だ
に
使
い
、排
気
ガ
ス
を
た
く
さ
ん
だ
し
ま
す
。

•
少
し
で
も
自
動
車
の
利
用
を
も
お
さ
え
、バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
、自
転
車
を
利
用
す
る
こ
と
で

交
通
渋
滞
を
減
ら
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

•
み
ん
な
で
、地
球
に
や
さ
し
い
移
動
に
つ
い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

い
ど
う

資
料
提
供
「
松
本
市
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
推
進
市
⺠
会
議
、
松
本
市
、
⼀
般
社
団
法
⼈
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」

上
記
写
真
は
、
⼀
般
財
団
法
⼈
セ
ブ
ン
-イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

▼
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
（
7
0
名
の
人
た
ち
が
移
動
す
る
場
合
）

■
自
動
車
の
場
合

■
バ
ス
の
場
合

■
自
転
車
の
場
合

9
3
.4
kg

0
.0
kg

3
5
.7
kg
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ど
ん
な
と
こ
ろ
に
行
け
る
の
？
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沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ
い
て
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ど
こ
か
ら
乗
れ
る
の
？
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バ
ス
に
つ
い
て
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た
と
え
ば

、
バ
ス
が

な
く
な

る
と
．
．
．

病
院

学
校

移
動
に
困
っ
て
し
ま
う

バ
ス
に
つ
い
て
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バ
ス
に
つ
い
て
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歩
か

ず
に
自

動
車

に
乗

る
ひ

と
が

増
え
る
と

足
こ
し
が

弱
く
な

る
肥

満
（
ひ

ま
ん
）

病
気

に
な

り
や
す
く
な

る

健
康
に
も
影
響
が
で
る
か
も
し
れ
な
い
・
・
・

バ
ス
に
つ
い
て
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自
家
用
車
と
バ
ス
ど
っ
ち
が
良
い
の
？

自
家
用
車

バ
ス

く
ら
べ
て
み
よ
う

- 92 -



- 93 -



- 94 -



交
通

手
段
を

え
ら
ぶ

し
ゅ

だ
ん

①
車

で
行
く

②
バ
ス
で
行

く

考
え

て
タ

ッ
チ

し
て

ね
！
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進
め

る
マ
ス
の

数
を

か
く
に
ん
す
る

進
め
る
マ
ス
ま
で

コ
マ
が
動
く
よ
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同
じ

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
が

何
を

え
ら

ん
だ

か
確

認
で

き
る

よ

４
人

以
上

が
車

を
え

ら
ぶ

と
の

マ
ー

ク
が

つ
く

よ

グ
ル

ー
プ

内
で

の
ラ

ン
キ

ン
グ

が
表

示
さ

れ
る

よ

じ
ゅ
う
た
い
発
生
！
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全
体

マ
ッ

プ
が

確
認

で
き

る

交
通

す
ご

ろ
く

の
ル

ー
ル

が
確

認
で

き
る
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結
果
を

き
ろ
く
用

紙
に

書
く

け
っ

か
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ま
と
め
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答
え
：ど
ち
ら
も
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
！

自
家
用
車
と
バ
ス
ど
っ
ち
が
良
い
の
？

自
家
用
車

バ
ス

く
ら
べ
て
み
よ
う
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ひ
と
り
ひ
と
り
が

浦
添
市
や
地
球
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う
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た
と
え
ば
・・
・

急
い
で
行
く
と
き
は
車
を
使
っ
て

の
ん
び
り
行
く
と
き
に
は
モ
ノ
レ
ー
ル
や
バ
ス
を
使
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？

・バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
を

使
え
る
時
は
ど
ん
な
時
だ
ろ
う
？

・車
を
使
う
時
は
ど
ん
な
時
だ
ろ
う
？

か
し

こ
く

考
え

て

バ
ス

や
モ

ノ
レ

ー
ル

を
使

う
こ

と
が

環
境

や
運

転
で

き
な

い
人

た
ち

の

助
け

に
な

る
ん

だ
♪

で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

み
ん
な
で
考
え
よ
う
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1 

効果検討手法の検討 

  学校教育 MM 実施による効果を把握する手法について検討を行う。 

  また、検討した手法を用いて、今回実施した学校教育 MM の効果を把握する。 

評価方法の検討 

(1) 評価方法 

  MM 施策評価のためのガイドライン（㈳土木学会・土木計画学研究委員会、日本モビリティ・

マネジメント会議（JCOMM）実行委員会、平成 22 年 1 月 15 日）を参考に施策の評価検討を

行う。 

  下表より、｢事後対統制群比較｣及び｢事後対推定 witout 比較｣による評価方法は、同学年で学

校教育 MM の受けるグループと受けないグループが発生することから、授業対象の学年に公

平な授業を行うことが困難であることから、今回の評価方法として｢事前事後比較｣を行うも

のとする。 

 

表 3-3  施策評価方法1 

 

 

 

 

 

                                                      
1 MM 施策評価のためのガイドライン（㈳土木学会・土木計画学研究委員会、日本モビリティ・マネジメント会議（JOCMM）

実行委員会、平成 22 年 1 月 15 日） 

資料３ 
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2 

(2) アンケート作成 

  今回の授業の評価（事前事後比較）を行う目的として、アンケートの作成を行う。 

  アンケートは、学校教育 MM を受ける 1 週間前及び 1 週間後に実施する。 

  その他、学校教育 MM を受けての感想を把握する為のアンケート（教員用、児童用）を作成

する。 

1) 評価アンケート 

① 事前アンケート 

 アンケートはうら面につづくよ
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3 

 

 

 

「できるだけ、人にやさしい移動」を心がけようと思いますか？ 

昨年より変更 
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4 

 

② 事後アンケート 

 

 

 

 

昨年より変更 
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5 

 

昨年より変更 
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6 

2) 感想（児童用） 

 

 

 

- 111 -



7 

 

3) 感想（教員用） 
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8 
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交
通
環
境
学
習
シ
ス
テ
ム

〜
交
通
す
ご
ろ
く
説
明
書
〜

参
考
資
料
１
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①
ト
ッ
プ
画
面

（
電
⼦
⿊
板
側
）

・
ゲ
ー
ム
を
開
始
し
た
い
ク
ラ
ス
の

Q
R
コ
ー
ド
を
押
下
し
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

- 115 -



②
Q
R
コ
ー
ド

（
電
⼦
⿊
板
側
）

・
Q
R
コ
ー
ド
と
上
部
に
U
R
Lが

表
示

さ
れ
ま
す
の
で
、
生
徒
が
使
用
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
、
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込

ま
せ
る
。
ま
た
は
U
R
Lを

タ
ブ
レ
ッ
ト

側
か
ら
タ
ッ
プ
し
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
登
録
時
〜
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③
チ
ー
ム
名
・
名
前
登
録

（
生
徒
タ
ブ
レ
ッ
ト
側
）

・
生
徒
タ
ブ
レ
ッ
ト
側
で
チ
ー
ム
名

(グ
ル
ー
プ
単
位
)、
名
前
を
入
力
し
、

登
録
ボ
タ
ン
を
押
下
し
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
登
録
時
〜

- 117 -



④
登
録
完
了

（
生
徒
タ
ブ
レ
ッ
ト
側
）

・
登
録
完
了
画
面
で
上
部
に

「
登
録
し
ま
し
た
。
」
と
表
示
さ
れ

下
部
へ
は
「
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
ま
で
少

し
待
っ
て
ね
」
と
表
示
が
出
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
登
録
時
〜

- 118 -



⑤
ゲ
ー
ム
を
作
成
す
る

（
電
⼦
⿊
板
側
）

・
⻘
い
⽂
字
(リ
ン
ク
)を
押
下
し
ま
す
。

・
次
に
表
示
さ
れ
る
画
面
で
「
ゲ
ー
ム

を
作
成
す
る
」
ボ
タ
ン
を
押
下
し
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

※
ゲ
ー
ム
作
成
画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る

Q
R
コ
ー
ド
を
押
下
す
る
こ
と
で
、

②
(P
3
)の
Q
R
コ
ー
ド
画
面
へ
移
動
で
き
ま
す
。

こ
の
画
像

は
表
示
で
き
ま
せ
ん
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
ゲ
ー
ム
作
成
時
〜
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⑥ 登
録
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
表
示

（
電
⼦
⿊
板
側
）

・
チ
ー
ム
ご
と
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

・
時
間
差
で
最
初
に
登
録
し
た
チ
ー
ム

で
ゲ
ー
ム
を
作
成
状
態
に
な
る
の
で
、

後
か
ら
登
録
し
た
チ
ー
ム
を
表
示
さ
せ

る
に
は
都
度
再
作
成
ボ
タ
ン
を
押
下
す

る
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
ゲ
ー
ム
作
成
時
〜

- 120 -



⑦
ゲ
ー
ム
開
始

（
電
⼦
⿊
板
側
）

・
チ
ー
ム
が
全
員
揃
っ
た
ら
、
左
上
部

に
あ
る
開
始
ボ
タ
ン
を
押
下
し
、

ゲ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
ゲ
ー
ム
作
成
時
〜
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⑧
交
通
手
段
の
選
択

（
生
徒
タ
ブ
レ
ッ
ト
側
）

・
交
通
手
段
を
車
で
行
く
ボ
タ
ン
、
バ

ス
で
行
く
ボ
タ
ン
の
い
ず
れ
か
を
選
択

し
、
押
下
し
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
ゲ
ー
ム
開
始
時
〜

- 122 -



⑨
全
員
選
択
ま
で

（
生
徒
タ
ブ
レ
ッ
ト
側
）

・
参
加
者
全
員
が
選
択
し
終
わ
る
ま
で
、

「
全
員
が
え
ら
び
終
わ
る
ま
で
、
も
う

少
し
待
っ
て
ね
…
」
と
表
示
が
出
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
進
行
中
〜

- 123 -



⑩
す
ご
ろ
く
画
面

（
生
徒
タ
ブ
レ
ッ
ト
側
）

・
全
員
が
選
択
す
る
と
集
計
さ
れ
、

す
ご
ろ
く
画
面
上
の
車
が
表
示
さ
れ
た
マ
ス
数
分
、

進
行
し
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
進
行
中
〜

- 124 -



⑪
ラ
ン
キ
ン
グ

・
渋
滞
回
数

・
C
O
2
排
出
量

・
タ
ー
ン
数

・
進
捗
マ
ス
（
生
徒
画
面
の
み
）

各
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
の
総
合
順
位
で
順

位
付
け
し
て
い
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
進
行
中
〜

- 125 -



⑫
タ
ー
ン
履
歴

（
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

各
タ
ー
ン
毎
の
タ
ー
ン
情
報
（
自
身
）

と
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
選
択
交
通
機
関

が
色
別
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
進
行
中
〜
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⑬ マ
ッ
プ
と
ゲ
ー
ム
ル
ー
ル

画
像
の
表
示

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
進
行
中
〜

「
全
体
マ
ッ
プ
を
見
る
」

「
ゲ
ー
ム
ル
ー
ル
を
見
る
」

を
タ
ッ
プ
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
マ
ッ
プ

と
す
ご
ろ
く
の
ル
ー
ル
画
面
が
表
示
さ

れ
ま
す
。
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⑭
す
ご
ろ
く
ゴ
ー
ル

（
生
徒
タ
ブ
レ
ッ
ト
側
）

先
に
ゴ
ー
ル
し
た
参
加
者
は
、
「
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
！
他
の
み
ん
な
が
終
わ
る
ま
で

待
っ
て
て
ね
。
」
と
、
表
示
さ
れ
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
終
了
時
〜
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⑮
次
の
ゲ
ー
ム
開
始

（
電
⼦
⿊
板
側
）

・
チ
ー
ム
全
員
が
ゴ
ー
ル
す
る
と
各
チ
ー

ム
ご
と
の
結
果
が
画
面
上
へ
表
示
さ
れ
ま

す
。

・
次
の
ゲ
ー
ム
を
開
始
す
る
際
は
、
全
員

が
ゴ
ー
ル
し
た
の
を
確
認
し
、
「
次
の

ゲ
ー
ム
を
作
成
す
る
」
ボ
タ
ン
を
押
下
後
、

「
開
始
」
ボ
タ
ン
を
押
下
し
ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
終
了
時
〜
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【
常
に
最
新
デ
ー
タ
に

自
動
更
新
】

（
電
⼦
⿊
板
側
）

・
最
新
デ
ー
タ
へ
常
に
更
新
し
た
い
際

は
、
「
自
動
更
新
」
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
へ
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
と
1
0
秒
ご
と

に
最
新
デ
ー
タ
へ
切
り
替
わ
り
ま
す
。

・
任
意
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
更
新
さ
せ
た

い
場
合
は
リ
ロ
ー
ド
を
押
下
し
ま
す
。

※
補
足
情
報

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
進
行
中
〜
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電
⼦
⿊
板

タ
ー
ン
強
制
進
行

・
ゲ
ー
ム
が
進
行
し
な
い
場
合
、
「
タ
ー
ン

強
制
進
行
」
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
強
制
的

に
次
の
タ
ー
ン
へ
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
「
タ
ー
ン
強
制
進
行
」
ボ
タ
ン
に
よ
っ
て

進
ん
だ
タ
ー
ン
情
報
（
C
O
2
、
進
行
コ
マ
数
、

等
）
は
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
進
行
中
〜

※
補
足
情
報
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【
す
ご
ろ
く
を
強
制
終
了
】

（
電
⼦
⿊
板
側
）

・
や
む
を
え
ず
、
す
ご
ろ
く
を
途
中
で

終
了
さ
せ
た
い
場
合
は
、
左
上
の
「
終

了
」
ボ
タ
ン
を
押
下
し
強
制
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
補
足
情
報

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
進
行
中
〜
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ゲ
ー
ム
復
活

（
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

ブ
ラ
ウ
ザ
を
誤
っ
て
閉
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

登
録
画
面
の
U
R
L
を
再
度
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
ゲ
ー
ム
に
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
時
の
デ
ー
タ
が
既
に
入
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
「
ゲ
ー
ム
開
始
」
ボ
タ
ン

を
タ
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
デ
ー
タ
保
存
時
間
は
、
最
初
の
「
登

録
」
ボ
タ
ン
ク
リ
ッ
ク
か
ら
4
5
分
間
に
な
り

ま
す
。

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

※
補
足
情
報

交
通
す
ご
ろ
く
の
流
れ

〜
す
ご
ろ
く
進
行
中
〜
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浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会 

（第 6回委員会） 

 

日 時：令和 3 年 3 月 12 日（金） 

10：30～11：30  

場 所：浦添市役所 601 会議室  

 

 

会 次 第 

 

 

1. 開 会 

 

2. 報告事項  

今年度実施した授業について                 資料１ 

 

3. その他 

沖縄県の学校教育MMに関する取組みの紹介          資料２ 

 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【配布資料】 

 ・会次第、配席図 

 ・資 料 １：今年度実施した授業について 

 ・資 料 ２：沖縄県の学校教育 MM に関する取組みの紹介 

・参考資料１：くらしを支える公共交通 

・参考資料２：浦添市モビリティ・マネジメント教育推進委員会設置要綱 
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資
料
1

資
料

１
︓

今
年

度
実

施
した

授
業

に
つ

い
て

浦
添

市
モ

ビリ
テ

ィ・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト教
育

推
進

委
員

会
（

第
6回

委
員

会
）
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宮
城

小
学

校
で

の
授

業
概

要
モ

デ
ル

校
/学

年
宮

城
小

学
校

/４
年

⽣

取
組

み
の

目
標

・浦
添

市
や

身
近

な
交

通
の

特
徴

を
知

る
と同

時
に

、渋
滞

や
環

境
面

の
課

題
に

つ
い

て
考

え
て

も
らう

。
・I

CT
教

材
を

用
い

た
「交

通
す

ご
ろ

く」
の

実
践

を
通

じて
、社

会
的

ジ
レ

ン
マ

（
渋

滞
の

疑
似

体
験

等
）

を
感

じて
も

らい
、他

者
や

社
会

全
体

に
配

慮
した

移
動

に
つ

い
て

考
え

て
も

らう
。

使
用

教
材

➀
公

共
交

通
に

つ
い

て
（

PP
T形

式
)

②
交

通
す

ご
ろ

くル
ー

ル
（

PP
T形

式
）

他
使

用
機

材
等

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィブ
ボ

ー
ド（

電
⼦

⿊
板

）
、パ

ソ
コン

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ット
環

境
）

iP
ad

実
施

教
科

社
会

科

学
習

方
法

座
学

、体
験

学
習

時
数

2

2
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45
分

×
２

コマ

授
業

内
容

及
び

授
業

の
様

⼦
に

つ
い

て

予
定

実
施

30
45

・
渋
滞
の
問
題
（
自
動
車
が
増
え
た
）

・
公
共
交
通
っ
て
何
？

・
環
境
の
問
題
（
二
酸
化
炭
素
排
出
量
）

・
モ
ノ
レ
ー
ル
＆
バ
ス
ク
イ
ズ

・
バ
ス
が
な
く
な
る
と

・
ど
っ
ち
が
い
い
の
？

・
交
通
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
説
明

ス
ラ
イ
ド

15
10

交
通
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
（
1回

目
）

・
誰
が
１
番
早
く
ゴ
ー
ル
で
き
る
か
な
？

（
み
ん
な
で
競
争
で
す
）

ゲ
ー
ム

10
5

ふ
り
か
え
り
（
ジ
レ
ン
マ
の
確
認
）

・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
別
の
評
価

・
車
カ
ー
ド
の
枚
数
別
（
渋
滞
回
数
）
の
評
価

ス
ラ
イ
ド

15
10

交
通
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
（
2回

目
）

・
二
酸
化
炭
素
を
抑
え
て
み
ん
な
が
早
く
ゴ
ー
ル
し
よ
う
！

ゲ
ー
ム

10
10

ふ
り
か
え
り
（
効
果
の
確
認
）

・
二
酸
化
炭
素
排
出
量
別
の
評
価

・
車
カ
ー
ド
の
枚
数
別
（
渋
滞
回
数
）
の
評
価

ス
ラ
イ
ド

10
10

・
ひ
と
り
ひ
と
り
が
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う

ス
ラ
イ
ド

時
間
配
分

使
用
教
材

内
容

基
本
学
習

体
験
学
習

ま
と
め
（
ス
ラ
イ
ド
）

座
学

の
様

子
交

通
す

ご
ろ

く
（
１
回

目
）

交
通

す
ご

ろ
く

（
２

回
目

）
結

果
を

考
察

し
て

い
る

様
子

3
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ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
実

施

交
通

環
境

学
習

実
施

前
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
や

実
施

前
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
比

較
し

、
授

業
を

受
け

る
こ

と
に

よ
る

児
童

の
意

識
変

化
を

確
認

し
た

。

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
：
授

業
実

施
一

週
間

前

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
：
授

業
実

施
一

週
間

後

4
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ア
ン
ケ
ー
ト
項
目

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
事

後
ア

ン
ケ

ー
ト

Q1
今

まで
バ

スや
モノ

レー
ル

に
乗

った
こと

は
あ

りま
す

か
?

Q1
公

共
交

通
の

授
業

は
楽

しか
った

で
す

か
?

Q2
バ

スと
モノ

レー
ル

の
どち

らに
乗

りま
した

か
?

Q2
公

共
交

通
が

⼤
切

な
こと

が
わ

か
りま

した
か

?

Q3
今

まで
で

⼀
番

誰
とバ

スや
モノ

レー
ル

に
乗

った
こと

が
あ

りま
す

か
?

Q3
クル

マば
か

り利
⽤

す
ると

、環
境

や
渋

滞
に

あ
た

え
る影

響
に

つ
い

て
わ

か
りま

した
か

?

Q4
最

近
１

週
間

で
バ

スや
モノ

レー
ル

を何
回

乗
りま

した
か

?
Q4

クル
マば

か
り利

⽤
す

ると
、健

康
や

福
祉

に
あ

た
え

る影
響

に
つ

い
て

わ
か

りま
した

か
?

Q5
バ

スや
モノ

レー
ル

を利
⽤

した
理

由
を教

え
て

下
さい

?
最

近
1週

間
で

何
回

クル
マに

乗
って

学
校

へ
通

学
しま

した
か

?（
朝

）

Q6
バ

スや
モノ

レー
ル

に
乗

って
み

た
い

で
す

か
?

最
近

1週
間

で
何

回
クル

マに
乗

って
学

校
へ

通
学

しま
した

か
?（

夕
）

最
近

1週
間

で
何

回
クル

マに
乗

って
学

校
へ

通
学

しま
した

か
?（

朝
）

Q6
最

近
1週

間
で

何
回

クル
マに

乗
って

外
出

しま
した

か
?

最
近

1週
間

で
何

回
クル

マに
乗

って
学

校
へ

通
学

しま
した

か
?（

夕
）

Q7
最

近
1週

間
で

バ
スや

モノ
レー

ル
に

乗
りま

した
か

?

Q8
クル

マに
乗

って
通

学
した

の
は

な
ぜ

で
す

か
?

Q8
「で

きる
だ

け
、環

境
に

優
しい

移
動

」を
⼼

が
け

よう
と思

い
ます

か
?

Q9
最

近
1週

間
で

何
回

クル
マに

乗
って

外
出

しま
した

か
?

Q9
「で

きる
だ

け
、健

康
に

よい
移

動
」を

⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

?

Q1
0

「ク
ル

マで
の

移
動

」は
好

きで
す

か
?

Q1
0

「で
きる

だ
け

、⼈
に

や
さし

い
移

動
」を

⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

?

Q1
1

「で
きる

だ
け

、環
境

に
優

しい
移

動
」を

⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

?
Q1

1
「で

きる
だ

け
、バ

スを
利

⽤
」し

よう
と思

い
ます

か
?

Q1
2

「で
きる

だ
け

、健
康

に
よい

移
動

」を
⼼

が
け

よう
と思

い
ます

か
?

Q1
2

「ク
ル

マに
あ

まり
た

よら
な

い
⽣

活
」に

した
い

と思
い

ます
か

?

Q1
3

「で
きる

だ
け

、⼈
に

や
さし

い
移

動
」を

⼼
が

け
よう

と思
い

ます
か

?

Q1
4

「で
きる

だ
け

、バ
スを

利
⽤

」し
よう

と思
い

ます
か

?

Q1
5

「ク
ル

マに
あ

まり
た

よら
な

い
⽣

活
」に

した
い

と思
い

ます
か

?

Q7

Q5

は
事
前
事
後
共
通
の
質
問

5
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あ
る

9
4

%

な
い

6
%

家
族

8
7

%

友
達

6
%自

分
ひ

と
り

3
%

そ
の

他

4
%

（
1
）
公

共
交

通
の

利
用

に
つ

い
て

（
事

前
の

み
）

問
1
：
今

ま
で

バ
ス

や
モ

ノ
レ

ー
ル

に
乗

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？

問
3

：
今

ま
で

一
番

誰
と

バ
ス

や
モ

ノ
レ

ー
ル

に
乗

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？

事
前
（
N
=
1
2
6
）

事
前
（
N
=
1
2
0
）

・
公

共
交

通
の

利
用

に
つ

い
て

、
9

４
％

が
「
あ

る
」
、
6

％
が

「
な

い
」
と

回
答

し
た

。
・
「
あ

る
」
と

回
答

し
た

児
童

に
つ

い
て

、
一

番
誰

と
乗

っ
た

こ
と

が
あ

る
か

で
は

、
「
家

族
」
が

8
7

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
友

達
」
が

6
％

、
「
そ

の
他

」
が

4
％

、
の

順
に

な
っ

て
い

る
。

6
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0
回

6
5

%

1
回

1
1
%

2
～

3
回

4
%

4
回

3
%

毎
日

1
7

%

0
回

7
1
%

1
回

1
1
%

2
～

3
回

3
%

4
回

4
%

毎
日

1
1
%

（
2

）
最

近
１
週

間
で

の
車

の
通

学
に

つ
い

て
（
朝

）

問
7

（
事

前
）
・
問

5
（
事

後
）
：
最

近
１
週

間
で

何
回

ク
ル

マ
に

乗
っ

て
学

校
へ

通
学

し
ま

し
た

か
？

事
前
（
N
=
1
2
7
）

事
後
（
N
=
1
2
2
）

・
車

で
の

通
学

（
家

→
学

校
）
に

つ
い

て
、
約

3
5

％
の

児
童

が
通

学
時

に
車

を
利

用
し

、
約

6
5

％
が

徒
歩

で
通

学
し

て
い

る
。

・
授

業
実

施
前

と
実

施
後

で
は

大
き

な
変

化
は

見
ら

れ
な

い
。

7
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0
回

8
1
%

1
回

9
%

2
～

3
回

2
%

4
回

2
%

毎
日

6
%

0
回

7
6

%

1
回

9
%

2
～

3
回

2
%

4
回

2
%

毎
日

1
1
%

（
2

）
最

近
１
週

間
で

の
車

の
通

学
に

つ
い

て
（
夕

）

問
7

（
事

前
）
・
問

5
（
事

後
）
：
最

近
１
週

間
で

何
回

ク
ル

マ
に

乗
っ

て
学

校
へ

通
学

し
ま

し
た

か
？

事
前
（
N
=
1
2
9
）

事
後
（
N
=
1
2
2
）

・
車

で
の

通
学

（
学

校
→

家
）
に

つ
い

て
、
約

2
0

％
の

児
童

が
通

学
時

に
車

を
利

用
し

、
約

8
0

％
が

徒
歩

で
通

学
し

て
い

る
。

・
授

業
実

施
前

と
実

施
後

で
は

大
き

な
変

化
は

見
ら

れ
な

い
。

8
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（
2

）
最

近
１
週

間
で

の
車

の
通

学
に

つ
い

て
（
朝

×
夕

）

問
7

（
事

前
）
：
最

近
１
週

間
で

何
回

ク
ル

マ
に

乗
っ

て
学

校
へ

通
学

し
ま

し
た

か
？

•
車

で
の

通
学

に
つ

い
て

朝
夕

両
方

の
回

答
を

組
わ

せ
て

み
る

と
、
朝

夕
共

に
毎

日
ク

ル
マ

通
学

を
し

て
い

る
生

徒
は

6
人

（
約

5
％

）
で

あ
っ

た
。

•
ま

た
、
朝

夕
い

ず
れ

か
1
回

以
上

ク
ル

マ
通

学
を

し
た

生
徒

は
5

5
人

（
約

4
3

％
）
と

な
っ

て
い

る
。

0
回

1
回

2
～

3
回

4
回

毎
日

総
計

0
回

7
2

6
1

2
1

8
2

1
回

1
2

1
1

1
4

2
～

3
回

5
5

4
回

1
3

4

毎
日

1
3

1
1

1
6

2
2

総
計

1
0

3
1
1

2
3

8
1
2

7

夕

朝ク
ル

マ
通

学
回

数

9
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（
3

）
車

に
よ

る
通

学
理

由
に

つ
い

て

親
が

送
っ

て
く

れ

る
と

い
っ

た
か

ら

4
4

%

親
に

送
っ

て
ほ

し

い
と

お
願

い
し

た

1
9

%

な
ん

と
な

く
（
い

つ
も

送
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
か

ら
）

3
7

%

（
N
=
5
2
）

・
車

で
の

通
学

理
由

に
つ

い
て

、
「
親

が
送

っ
て

く
れ

る
と

い
っ

た
」
が

4
4

％
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
い

つ
も

送
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
か

ら
」
が

3
7

％
、
「
親

に
送

っ
て

欲
し

い
と

お
願

い
し

た
」
が

1
9

％
と

な
っ

て
い

る
。

問
8

（
事

前
）
：
車

に
乗

っ
て

通
学

し
た

の
は

な
ぜ

で
す

か
？

1
0
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（
3

）
車

に
よ

る
通

学
理

由
に

つ
い

て

•
「
親

が
送

っ
て

く
れ

る
と

言
っ

た
か

ら
」
と

回
答

し
た

生
徒

の
ク

ル
マ

通
学

回
数

は
1
回

／
週

が
最

も
多

い
。

•
毎

日
ク

ル
マ

通
学

し
て

い
る

生
徒

の
多

く
が

送
迎

理
由

と
し

て
「
な

ん
と

な
く

」
と

回
答

し
て

い
る

。
•

送
迎

理
由

や
き

っ
か

け
な

ど
は

不
明

だ
が

ク
ル

マ
に

よ
る

送
迎

が
「
習

慣
化

」
し

て
い

る
様

子
が

伺
え

る
。

問
7

（
事

前
）
問

8
（
事

前
）
：ク

ル
マ

通
学

回
数

×
ク

ル
マ

通
学

理
由

1
回

2
～

3
回

4
回

毎
日

総
計

親
が

送
っ

て
く

れ
る

と
い

っ
た

か
ら

1
0

1
3

3
1
7

親
に

送
っ

て
ほ

し
い

と
お

願
い

し
た

3
3

3
9

な
ん

と
な

く
（
い

つ
も

送
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
か

ら
）

1
1

1
6

1
8

総
計

1
3

5
4

2
2

4
4

1
回

2
～

3
回

4
回

毎
日

総
計

親
が

送
っ

て
く

れ
る

と
い

っ
た

か
ら

6
1

1
1

9

親
に

送
っ

て
ほ

し
い

と
お

願
い

し
た

1
2

3

な
ん

と
な

く
（
い

つ
も

送
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
か

ら
）

1
1

1
5

8

総
計

8
2

2
8

2
0

朝
車

に
よ

る
通

学
理

由

夕
車

に
よ

る
通

学
理

由

1
1
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ぜ
ん

ぜ
ん

思
わ

な
い

5
%

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

思
わ

な
い

9
%

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

3
5

%

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

思
う

3
2

%

と
て

も
そ

う
思

う

1
9

%

ぜ
ん

ぜ
ん

思
わ

な
い

3
%

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば
思

わ

な
い

3
%

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

1
9

%

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

思
う

3
6

%

と
て

も
そ

う
思

う

3
9

%

（
４

）
で

き
る

だ
け

、
環

境
に

や
さ

し
い

移
動

に
つ

い
て

問
1
0

（
事

前
）
・
問

7
（
事

後
）

：
「
で

き
る

だ
け

、
環

境
に

や
さ

し
い

移
動

を
心

が
け

よ
う

と
思

い
ま

す
か

？

事
前
（
N
=
1
2
9
）

事
後
（
N
=
1
2
1
）

•
環

境
に

や
さ

し
い

移
動

の
心

が
け

に
つ

い
て

「
と

て
も

そ
う

思
う

」
「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
思

う
」
と

答
え

た
児

童
は

、
事

前
5

1
％

か
ら

事
後

で
は

7
5

％
ま

で
2

4
ポ

イ
ン

ト
増

加
し

て
い

る
。

•
授

業
実

施
前

と
実

施
後

で
は

「
環

境
に

や
さ

し
い

行
動

」
へ

の
意

識
変

化
が

み
ら

れ
る

。

1
2
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ぜ
ん

ぜ
ん

思
わ

な
い

1
%

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

思
わ

な
い

1
%

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

2
5

%

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

思
う

3
4

%

と
て

も
そ

う
思

う

3
9

%

ぜ
ん

ぜ
ん

思
わ

な
い

9
%

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば
思

わ

な
い

6
%

ど
ち

ら
と

も

い
え

な
い

2
5

%

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば
思

う

2
4

%

と
て

も
そ

う
思

う

3
6

%

（
５

）
で

き
る

だ
け

健
康

に
よ

い
移

動
に

つ
い

て

事
前
（
N
=
1
2
8
）

事
後
（
N
=
1
2
1
）

•
健

康
に

よ
い

行
動

を
心

が
け

る
か

に
つ

い
て

「
と

て
も

そ
う

思
う

」
「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
そ

う
思

う
」
と

回
答

し
た

児
童

は
、
事

前
6

0
％

か
ら

事
後

7
3

％
と

1
3

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
て

い
る

。
•

授
業

実
施

前
と

実
施

後
で

は
「
健

康
に

よ
い

行
動

」
へ

の
変

化
が

み
ら

れ
る

。

問
1
1
（
事

前
）
・
問

9
（
事

後
）

「
で

き
る

だ
け

、
健

康
に

よ
い

移
動

」
を

心
が

け
よ

う
と

思
い

ま
す

か
？

1
3
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ぜ
ん

ぜ
ん

思
わ

な
い

5
%

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

思
わ

な
い

5
%

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

2
9

%

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

思
う

3
6

%

と
て

も
そ

う
思

う

2
5

%

ぜ
ん

ぜ
ん

思
わ

な
い

3
%

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

思
わ

な
い

2
%

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

1
8

%

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

思
う

4
0

%

と
て

も
そ

う
思

う

3
7

%

（
６

）
「
で

き
る

だ
け

、
人

に
や

さ
し

い
移

動
」に

つ
い

て

事
前
（
N
=
1
2
9
）

事
後
（
N
=
1
2
1
）

•
人

に
や

さ
し

い
移

動
に

つ
い

て
「
と

て
も

そ
う

思
う

」
「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
思

う
」
が

事
前

6
1
％

、
事

後
7

7
％

と
1
6

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
て

い
る

。
•

授
業

実
施

前
と

実
施

後
で

は
「
人

に
や

さ
し

い
行

動
」
へ

の
変

化
が

み
ら

れ
る

。

問
1
3

（
事

前
）
・
問

1
0

（
事

後
）

「
で

き
る

だ
け

、
人

に
や

さ
し

い
移

動
」
を

心
が

け
よ

う
と

思
い

ま
す

か
？

1
4
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ぜ
ん

ぜ
ん

思

わ
な

い

5
7

%
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
思

わ

な
い

1
7

%

ど
ち

ら
と

も

い
え

な
い

2
0

%

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば
思

う

3
%

と
て

も
そ

う

思
う

3
%

ぜ
ん

ぜ
ん

思

わ
な

い

7
%

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば
思

わ

な
い

1
0

%

ど
ち

ら
と

も

い
え

な
い

3
2

%

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば
思

う

2
5

%

と
て

も
そ

う

思
う

2
6

%

•
バ

ス
を

利
用

す
る

心
が

け
に

つ
い

て
、
「
と

て
も

そ
う

思
う

」
「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
思

う
」
が

、
事

前
6

％
事

後
5

1
％

と
4

5
ポ

イ
ン

ト
増

加
し

て
い

る
。

•
授

業
実

施
前

と
実

施
後

で
は

「
バ

ス
利

用
」
へ

の
大

き
な

意
識

変
化

が
み

ら
れ

る
。

（
７

）
「
で

き
る

だ
け

、
バ

ス
を

利
用

」に
つ

い
て

事
前
（
N
=
1
2
9
）

事
後
（
N
=
1
2
1
）

問
1
4

（
事

前
）
・
問

1
1
（
事

後
）

「
で

き
る

だ
け

、
バ

ス
を

利
用

」
し

よ
う

と
思

い
ま

す
か

？

1
5
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ぜ
ん

ぜ
ん

思
わ

な
い

2
3

%

ど
ち

ら
か

と
い

え

ば
思

わ
な

い

1
1
%

ど
ち

ら
と

も
い

え

な
い

3
6

%

ど
ち

ら
か

と

い
え

ば
思

う

1
2

%と
て

も
そ

う
思

う

1
8

%

ぜ
ん

ぜ
ん

思

わ
な

い

9
%

ど
ち

ら
か

と
い

え

ば
思

わ
な

い

8
%

ど
ち

ら
と

も
い

え

な
い

3
5

%

ど
ち

ら
か

と
い

え

ば
思

う

2
6

%

と
て

も
そ

う
思

う

2
2

%

（
８

）
「
ク

ル
マ

に
あ

ま
り

た
よ

ら
な

い
生

活
」に

つ
い

て

事
前
（
N
=
1
2
9
）

事
後
（
N
=
1
2
1
）

•
車

に
頼

ら
な

い
生

活
へ

の
心

が
け

に
つ

い
て

、
「
と

て
も

思
う

」
「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
思

う
」
が

、
事

前
3

0
％

か
ら

事
後

4
8

％
と

1
8

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
て

い
る

。
•

授
業

実
施

前
と

実
施

後
で

は
「
ク

ル
マ

に
た

よ
ら

な
い

生
活

」
へ

の
意

識
変

化
が

み
ら

れ
る

。

問
1
5

（
事

前
）
・
問

1
2

（
事

後
）
：

「
ク

ル
マ

に
あ

ま
り

た
よ

ら
な

い
生

活
」
に

し
た

い
と

思
い

ま
す

か
？

1
6
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•
児

童
の

97
％

は
、公

共
交

通
（

バ
ス

・モ
ノレ

ー
ル

）
を

利
⽤

した
こと

が
あ

る
。

•
直

接
的

な
⾏

動
の

変
化

を
⾒

る
と、

交
通

環
境

学
習

実
施

前
後

の
⾞

に
よ

る
通

学
は

約
30

％
と

な
って

お
り、

変
化

は
⾒

られ
な

い
。

•
朝

夕
い

ず
れ

か
1回

以
上

クル
マ

通
学

を
した

⽣
徒

は
55

⼈
（

約
43

％
）

とな
って

い
る

。
•

⾞
通

学
の

意
思

決
定

は
親

に
よ

る
も

の
が

多
く、

か
つ

「習
慣

化
」し

て
い

る
こと

が
伺

え
る

。

•
「⼼

が
け

」の
意

識
変

化
を

み
る

と、
「環

境
に

よ
い

移
動

」、
「バ

ス
の

利
⽤

」、
「ク

ル
マ

に
た

よ
らな

い
⽣

活
」で

は
、2

0ポ
イン

ト以
上

の
意

識
変

化
、「

健
康

に
よ

い
移

動
」「

⼈
に

や
さし

い
移

動
」に

つ
い

て
は

15
ポ

イン
ト以

上
の

意
識

変
化

が
み

られ
る

。

•
今

回
の

交
通

環
境

学
習

に
よ

り直
接

的
な

⾏
動

の
変

化
は

⾒
られ

な
か

った
が

、意
識

的
な

変
化

が
⼤

き
く表

れ
て

い
る

。

結
果

（
ま

とめ
）

1
7
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公
共

交
通

に
つ

い
て

感
じた

こと
・公

共
交

通
は

環
境

に
も

い
い

しじ
ゅう

た
い

とか
な

くな
る

け
ど⾞

を
つ

か
って

い
る

⼈
が

多
い

の
で

、⾃
分

も
⾞

だ
け

を
使

わ
ず

に
、バ

ス
とか

歩
い

た
りし

て
か

ん
き

ょ
うに

も
よ

く、
じゅ

うた
い

とか
、じ

こも
な

くし
た

い
で

す
。

・公
共

交
通

は
障

害
者

や
運

転
が

で
き

な
い

⼈
な

どの
役

に
⽴

って
い

る
と思

い
ま

した
、な

ぜ
な

ら障
害

者
で

⾜
が

不
⾃

由
だ

った
ら、

遠
い

とこ
ろ

ま
で

⾏
け

な
い

し、
運

転
が

で
きな

い
⼈

は
、歩

き
か

⾃
転

⾞
で

⾏
か

な
い

とい
け

な
い

か
らで

す
。

・公
共

交
通

を
学

ん
で

⾞
ば

っか
りつ

か
って

い
る

とじ
ゅう

た
い

す
る

ん
だ

と感
じま

した
。理

由
は

⾞
ば

っか
りつ

か
うと

じゅ
うた

い
して

前
が

す
す

ま
な

い
か

ら

・ぼ
くは

公
共

交
通

を
も

っと
⾝

近
な

も
の

に
して

た
くさ

ん
りよ

うし
た

ほ
うが

よ
い

と
しっ

た
し、

クル
マ

だ
け

を
利

⽤
す

る
の

で
は

な
くバ

ス
や

タク
シ

ー
、モ

ノレ
ー

ル
も

利
⽤

す
る

と地
球

に
や

さし
く温

暖
化

が
ふ

せ
げ

る
とわ

か
りま

した
。

・公
共

交
通

で
バ

ス
や

⾞
は

どっ
ち

か
だ

け
使

うん
じゃ

な
くて

バ
ラン

ス
よ

く使
え

ば
い

い
とい

うこ
とが

わ
か

りま
した

。

→
渋

滞
の

発
⽣

に
関

す
る

理
解

→
公

共
交

通
利

⽤
が

交
通

弱
者

の
補

助
とな

る
こと

へ
の

理
解

→
⾞

の
過

度
な

利
⽤

に
よ

る
環

境
へ

の
影

響
の

理
解

→
賢

い
⾞

移
動

に
よ

る
環

境
や

健
康

へ
の

理
解

授
業

実
施

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
①

1
8
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交
通

す
ご

ろ
くに

つ
い

て
感

じた
こと

・ク
ル

マ
で

⾏
くと

早
い

け
ど、

CO
2が

多
くて

、バ
ス

で
⾏

くと
CO

2が
少

な
い

け
ど

遅
い

か
らど

っち
で

⾏
こう

か
迷

った
け

ど、
最

初
は

バ
ス

だ
け

で
⾏

った
。ク

ル
マ

で
⾏

くと
渋

滞
す

る
か

も
しれ

な
い

か
ら

・速
い

か
らと

い
って

クル
マ

ば
か

りで
は

な
く平

等
に

活
⽤

した
ほ

うが
よ

い
と感

じ
ま

した
。

・⾞
も

つ
か

い
す

ぎ
て

渋
滞

が
２

回
ぐら

い
起

こっ
た

。バ
ス

も
クル

マ
も

使
った

ほ
う

が
い

い
と思

った
。

・⾞
を

え
らん

だ
⼈

が
多

け
れ

ば
渋

滞
に

な
った

り事
故

も
多

くな
った

り、
⼆

酸
化

炭
素

も
多

く出
て

しま
うこ

とが
わ

か
り、

び
っく

りし
ま

した
。

・交
通

す
ご

ろ
くは

楽
しか

った
け

ど、
⼆

酸
化

炭
素

の
多

さな
どで

順
位

が
決

ま
る

ま
る

の
で

バ
ス

を
た

くさ
ん

使
うと

あ
ま

り進
め

な
い

け
ど⾞

を
た

くさ
ん

の
⼈

が
使

うと
交

通
渋

滞
が

起
き

て
あ

ま
り進

め
な

くな
る

の
で

、バ
ス

の
よ

うな
公

共
交

通
を

使
って

い
き

た
い

な
と思

い
ま

した
。

→
⾞

の
過

度
な

利
⽤

に
よ

る
渋

滞
の

疑
似

体
験

→
公

共
交

通
の

利
⽤

に
よ

る
賢

い
移

動
の

理
解

→
公

共
交

通
利

⽤
に

よ
る

環
境

負
荷

軽
減

の
理

解

授
業

実
施

後
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
②

1
9
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•
環

境
及

び
賢

い
移

動
に

関
す

る
意

見
が

多
い

結
果

と
な

っ
た

。

N
=
5
8

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
（

属
性

別
）

3
8

1
7

4

3
9

1
1

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

4
5

2
0
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結
果

（
ま

とめ
）

・⾞
の

過
度

な
利

⽤
が

環
境

へ
影

響
を

及
ぼ

す
こと

に
つ

い
て

の
感

想
や

公
共

交
通

の
使

い
分

け
等

「賢
い

移
動

」に
つ

い
て

の
意

⾒
が

多
い

結
果

とな
った

。
ま

た
、「

渋
滞

」に
つ

い
て

の
感

想
は

多
くは

な
か

った
も

の
の

、内
容

とし
て

は
、過

度
な

⾞
利

⽤
が

渋
滞

を
発

⽣
させ

る
とい

う感
想

で
あ

った
。

⇒
⾞

の
過

度
な

利
⽤

が
環

境
へ

影
響

を
及

ぼ
す

こと
へ

の
意

⾒
が

多
か

った
こと

か
ら、

環
境

へ
の

影
響

は
理

解
で

き
て

お
り、

ま
た

、影
響

を
軽

減
す

る
た

め
に

は
公

共
交

通
を

利
⽤

す
る

な
ど賢

い
移

動
が

必
要

で
あ

る
とい

うこ
とも

理
解

で
き

て
い

る
と考

え
られ

る
。

ま
た

、渋
滞

に
関

す
る

内
容

で
は

、過
度

な
⾞

利
⽤

が
渋

滞
を

発
⽣

させ
る

とい
うメ

カニ
ズ

ム
に

つ
い

て
も

正
しく

理
解

で
き

て
い

る
と考

え
られ

る
。

⼀
⽅

、公
共

交
通

を
利

⽤
しな

い
影

響
が

公
共

交
通

衰
退

に
繋

が
る

とい
うこ

とや
、そ

れ
が

福
祉

面
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
の

理
解

度
は

⼗
分

で
は

な
い

と考
え

られ
る

。

2
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①
児

童
の

意
識

変
化

に
つ

い
て

【意
識

変
化

】
•

今
回

の
交

通
環

境
学

習
授

業
で

は
、授

業
実

施
前

と実
施

後
で

は
意

識
の

変
化

が
⼤

き
く⾒

られ
た

。

【⾏
動

変
化

】
•

⾞
通

学
の

実
態

に
つ

い
て

は
、通

学
⽅

法
の

判
断

や
決

定
は

保
護

者
に

よ
る

も
の

が
多

くか
つ

習
慣

化
して

い
る

こと
が

伺
え

た
。

•
その

結
果

、短
期

間
で

直
接

的
な

⾏
動

の
変

化
ま

で
は

⾒
られ

な
か

った
。

【今
後

の
課

題
】

•
次

年
度

は
授

業
参

観
日

に
交

通
環

境
学

習
授

業
を

実
施

す
る

な
ど、

保
護

者
に

対
す

る
働

き
か

け
も

⾏
った

うえ
で

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
。

→
今

回
も

直
接

的
な

⾏
動

変
化

は
⾒

られ
な

か
った

た
め

、次
年

度
は

授
業

参
観

日
で

の
授

業
実

施
を

⾏
う。

前
年

度
か

らの
課

題
に

つ
い

て

2
2
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②
授

業
内

容
（

座
学

）
に

つ
い

て

【前
年

度
か

ら
の

課
題

】
•

児
童

の
感

想
を

み
る

と、
過

度
な

⾞
利

⽤
が

環
境

へ
与

え
る

影
響

の
感

想
が

多
か

った
が

、交
通

渋
滞

の
発

⽣
メカ

ニ
ズ

ム
や

福
祉

面
で

の
感

想
は

少
数

で
あ

った
こと

か
ら、

環
境

へ
の

影
響

とい
う面

で
の

児
童

の
理

解
度

は
⾼

い
と考

え
られ

る
が

、渋
滞

や
福

祉
面

に
つ

い
て

は
再

度
内

容
を

検
討

し理
解

度
向

上
を

目
指

す
必

要
が

あ
る

。

【課
題

に
対

す
る

結
果

】
•

過
度

な
⾞

利
⽤

が
環

境
へ

影
響

を
与

え
る

こと
に

加
え

、公
共

交
通

利
⽤

が
その

影
響

を
軽

減
させ

る
こと

に
つ

い
て

理
解

で
き

て
い

る
と考

え
られ

る
。

•
ま

た
、交

通
す

ご
ろ

くに
よ

る
渋

滞
の

疑
似

体
験

に
よ

り渋
滞

発
⽣

メカ
ニズ

ム
に

つ
い

て
も

正
しく

理
解

で
き

て
い

る
と考

え
られ

る

【今
後

の
課

題
】

•
公

共
交

通
の

衰
退

が
⾃

らが
運

転
が

で
き

な
い

⾼
齢

者
や

障
が

い
者

に
対

し影
響

を
与

え
る

とい
うこ

とに
つ

い
て

理
解

度
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

前
年

度
か

らの
課

題
に

つ
い

て

2
3
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③
交

通
す

ご
ろ

く（
IC

T）
に

つ
い

て
【前

年
度

か
らの

課
題

】
•

クラ
ス

全
員

が
⼀

⻫
に

ゲ
ー

ム
を

進
め

た
場

合
、シ

ス
テ

ム
内

で
の

処
理

に
時

間
を

要
して

しま
い

、ス
ム

ー
ズ

な
ゲ

ー
ム

進
⾏

とは
な

らな
か

った
。次

年
度

は
ス

ム
ー

ズ
な

進
⾏

が
で

き
る

よ
う改

良
を

⾏
う。

•
授

業
の

コマ
数

を
⼗

分
に

確
保

し、
条

件
を

変
え

な
が

ら交
通

す
ご

ろ
くを

複
数

回
⾏

い
、結

果
に

対
して

の
ふ

り返
りを

児
童

に
考

え
て

も
らう

必
要

が
あ

る
。

【課
題

に
対

す
る

改
善

結
果

】
•

１
ゲ

ー
ム

あ
た

りに
要

す
る

時
間

は
５

分
〜

10
分

程
度

で
あ

りス
ム

ー
ズ

な
進

⾏
で

あ
り１

回
目

の
ゲ

ー
ム

結
果

を
踏

ま
え

た
うえ

で
２

回
目

の
ゲ

ー
ム

を
実

施
す

る
こと

が
で

き
た

。
•

過
度

な
⾞

利
⽤

が
あ

った
際

に
「渋

滞
発

⽣
」と

表
示

させ
た

こと
で

、児
童

の
渋

滞
疑

似
体

験
の

感
覚

を
向

上
させ

る
こと

に
繋

が
った

。

【今
後

の
課

題
】

•
交

通
す

ご
ろ

くゲ
ー

ム
の

条
件

設
定

カス
タマ

イズ
を

可
能

とす
る

シ
ス

テ
ム

改
良

の
検

討
•

特
定

の
条

件
で

発
⽣

す
る

エ
ラー

へ
の

対
応

前
年

度
か

らの
課

題
に

つ
い

て

2
4
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④
授

業
の

コマ
数

に
つ

い
て

【前
年

度
か

らの
課

題
】

•
今

回
の

授
業

で
は

授
業

カリ
キ

ュラ
ム

へ
の

組
込

み
を

想
定

し、
１

コマ
（

45
分

）
で

実
施

した
が

、座
学

、交
通

す
ご

ろ
く

共
に

想
定

時
間

を
超

え
る

結
果

とな
り、

１
コマ

内
で

収
め

る
事

が
困

難
で

あ
った

。
•

ま
た

、時
間

の
制

約
に

よ
り、

速
⾜

で
の

説
明

を
⾏

う箇
所

が
あ

った
こと

か
ら、

次
年

度
は

児
童

の
習

熟
度

を
考

慮
し、

２
コマ

（
45

分
×

2）
で

の
授

業
実

施
を

目
標

とす
る

。

【課
題

に
対

す
る

改
善

結
果

】
•

授
業

時
数

を
２

コマ
に

した
こと

に
よ

り、
余

裕
を

持
った

授
業

を
実

施
す

る
こと

が
で

き
、授

業
内

容
の

充
実

に
繋

が
っ

た
。

【今
後

の
課

題
】

•
授

業
時

数
2コ

マ
で

の
授

業
カリ

キ
ュラ

ム
へ

の
組

込
み

を
目

標
とす

る
。

前
年

度
か

らの
課

題
に

つ
い

て

2
5
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